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２０１９年１２月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年１２月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６６４回）は１７日（火）ＮＨＫ放

送センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「２０２０年度国際放送番組編集の基本計画（案）」の諮問にあたり、説明を行った。

審議の結果、番組審議会として原案を可とする旨、答申することを決定した。ひき続き、

「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」、「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」について説明があり、意見交換を行った。

最後に、国際放送番組のモニターリポートと視聴者意向の報告を行い、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２０年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について（諮問・答申）＞ 

 
○  先月の審議会の意見交換も踏まえて「２０２０年度国際放送番組編集の基本計画

（案）」は、原案どおり可とする答申をしたいが、異議はないか。 
 

○  異議なし。 
 

（ＮＨＫ側） ご承認いただき、お礼申し上げる。番組審議会で答申を得たので、この

後、この「基本計画案」を１月の経営委員会に提出する。経営委員会の議

決が得られたら、来年度の具体的な番組編成を決定し、２月の番組審議会

で「２０２０年度国際放送番組編成計画」として改めて説明する。 
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＜「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」 Ｏｌｄ ｖｓ Ｎｅｗ Ｍｅｄｉａ ｉｎ ｔｈｅ ２１ｓｔ Ｃｅｎｔｕｒｙ 

 （１１月３０日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  この討論番組は、東京で行われたＡＢＵ（アジア太平洋放送連合）総会に関連した

行事を題材に作られた番組ということで、番組冒頭からいきなり司会がパネリストに

対し質問を投げかけるシーンから始まるので、そもそもＡＢＵとは何か、この討論が

何のために開かれているのかということがわからないと、多くの方は戸惑うのではな

いか。 
パネリストの方々はそれぞれの分野から選ばれているとは思うが、なぜこの人たち

が選ばれているのかという説明もないので、番組が少し分かりづらい印象を受けたの

が残念だ。 
 

○  番組の構成や中身は非常に共感を持って見た。グローバル化が進む今、瞬時に情報

が発信される社会において、メディアのあり方を問う非常に良質な番組だった。さま

ざまなバックグランドを持つ人たちがパネルディスカッションに参加していて、それ

ぞれ違う立場で意見を発していたのはよかった。 
 同時期にＣＯＰ２５が開催されており、また、若い世代にとって、新しいメディア

のあり方というのは今日的な意味があると思った。 
 

○  ジャーナリズムの今後をどう見るべきか、どう捉えていくかについて、当事者であ

るジャーナリストの方々の問題意識、危機感が非常によく伝わり、タイムリーなテー

マだった。 
パネリストが全員男性であったことに違和感を持った。国際的なパネルディスカッ

ションにおいてはだいたいジェンダーバランスに配慮をするのが世界的な潮流なので、

男性ばかりなのは、日本で実施した故かとも思った。また、地域的なバランスという

意味でも、欧米系のパネリストが多かった。せっかく東京で行われた総会で、日本の

現状について世界に発信する機会でもあるので、日本人、できればＮＨＫからの登壇

者やパネリストが１人でもいたら、なおよかったのではないかと思った。 
 気になったのは英語で表示されているコーナータイトルで、せっかくネイティブの

方々が非常に高度な議論をされているのにコーナータイトルが今ひとつという印象だ

った。例えば、“Ｌｉｇｈｔ ａｎｄ Ｄａｒｋ ｏｆ Ｎｅｗ Ｍｅｄｉａ”と右下に出ているが、そもそも

“Ｌｉｇｈｔ ａｎｄ Ｄａｒｋ”というのは、“光と影”という日本語の言い回しの英訳だと思う

が、あまり英語では言わないと思う。例えば“Ａｄｖａｎｔａｇｅｓ ａｎｄ Ｄｉｓａｄｖａｎｔａｇｅｓ”な

ど、もっと英語らしい“光と影”に相当するような言い回しがほかにあると思ったの

で、直訳していたのが残念だった。 
 同様に、最後のほうで、“Ｒｉｄｉｎｇ ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｗａｖｅ”とあったが、英語としては

もっと違う表現がふさわしいのではないかと思った。 
 

○  興味深く見た。ＮＨＫがＡＢＵ総会のホストをするという重要な役割を担っている

ときに、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでこの番組を放送することで、そのことが伝えら

れてよかった。 
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○  討論は非常に有意義な内容だったと思う。若い世代がテレビを見なくなっていると

いう喫緊の問題に対して、テレビはどのように対応していくのかというのは、大いに

議論していかなければいけないことだ。「コンテンツがもっと刺激的なものでなければ

いけない」、「一方的ではなく考えさせるものでなければいけない」などさまざまな示

唆があった。しかし、この番組を見ながら、この討論会をそのままテレビ番組という

形で放送していることが、その問題を内包しているように見えてしまう。 
 討論会を現場で聞くというのは重要だが、それをテレビ番組として放送する際に、

何かもう１つ工夫を加えないといけないのではないか。 
 

○  勉強になると思いながら見たが、消化不良と感じた点があった。パネリストにイン

ドネシアの方がいたので、例えばインドネシアに公共放送があるのか、あるいはアメ

リカのように基本的に民間放送のみであるのかなど、各国のメディアについて知るこ

とができるかと思いながら見ていたが、聞き取りにくいところもあって、よくわから

なかった。重要なところには字幕スーパーがあるとよかったかもしれない。 
 

○  テーマはすばらしく非常に興味があるが、番組として見ると、正直退屈だったとい

うか、中継なのか収録なのかが一見してわからなかった。 
 このようなパネルディスカッションは、視聴者の関心が持続する時間は１５分か 

２０分程度と短いのではないか。５０分は少し長いと感じた。５０分間のパネルディ

スカッションはそもそも退屈に感じてしまうのに、それをさらに番組にしているので、

これだと日頃インターネットを中心に見ている人たちはますますテレビを見てくれな

くなるだろうと思ってしまった。 
 テーマ自体はもちろん非常に重要なことで、とても興味があるが、いろいろな問題

がこの番組に凝縮されていたと感じた。 
 

○  今までこの番組審議会では、ＮＨＫが作った番組についてのコメントをする場だっ

たが、今回は、パネルディスカッションの観客として聞いた。新聞やテレビなどのオ

ールドメディアと、ネットやＳＮＳなどのニューメディアとの間に新しいムーブメン

トが起こっているということを垣間見た気がして、非常に勉強になった。 
 最も関心を持ったのは、公共メディアも変わりつつあり、ニューメディアもチャレ

ンジしているが、問題もあるという中で、メディアリテラシーが重要になるという点

だ。Ｗｅｂをはじめ、いろいろな発信の中にはフェイクも真実も、いろいろ混ざって

いるのだろうから、我々はそこでまさにメディアリテラシーを問われているのだとい

うことも感じた。 
 一方で、これをＮＨＫが番組化して視聴者に訴えるのであれば、ＮＨＫがマスメデ

ィアを巡る状況をどう受け止めているのかがわからなかったので、消化不良な面がど

うしても否めなかった。ＮＨＫの人がパネリストとして参加していれば、それはだい

ぶ改善されたのかもしれない。 
 

○  オーストラリアの公共放送局ＡＢＣのデビッド・フアさんが最後のほうで言ってい

た、オールドメディアとニューメディアの違いが気になった。オールドメディアとい

うのは見る側が受けるだけで、発信する側は正規のトレーニングを受けたスペシャリ
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スト。それがニューメディアになると、そういうトレーニングを受けてない人もどん

どん発信してしまう。そこでメディアリテラシーというのが重要になってくるのだが、

そのためには小学生くらいからメディアリテラシーについての教育が必要なのではな

いかと思われる。 
 誰もが情報発信できるような時代になった今、どういう教育が行われていて、今後、

どう進むのかということが、ディスカッションのテーマに入っていてもよかったかも

しれない。 
 

（ＮＨＫ側） まず放送についてのバックグラウンドの説明が不十分だったのではない

かという点についてだが、ＡＢＵ総会という会の位置付けを言うよりは、

ディスカッション自体の紹介を優先した。 
  パネリストが男性ばかりだった点はそのとおりで、女性にも登壇してい

ただきたかったが、パネリストを選ぶ段階で時間をかけていろいろな方に

お声がけをしたのだが、結果的として男性がそろってしまった。通常、  

「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」では必ず女性を入れているが、ご指摘は今後の

参考にする。 
  コーナータイトルについては、画面の下に小見出しのように付けている

が、指摘については、ネイティブスピーカーの視点や意見を取り入れての

表現だったが、もう少し工夫できたのかもしれない。 
  ふだん、ＳＮＳを中心的に見ている人がこの番組を見てくれるのかにつ

いては、もう１つ見ている人が楽しめる何らかの工夫が必要だったかもし

れない。 
  ＮＨＫとしてこの議論をどう受け止めたのかということについては、当

初パネリストの中に日本人の出演者ないし、ＮＨＫの関係者を入れるべき

か検討したが、一放送局の意見を発することが目的ではなく、いろいろな

議論を全世界の人に聞いてもらいたいということで、あのような形になっ

た。 
 

（ＮＨＫ側） 「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」は討論が番組の肝だと思っており、５０分間

展開するのにいつも苦労をしている。対立軸をきちんと明確にしたいとい

うのが番組の狙いで、ニューメディア代表としてＶＩＣＥデジタルのスロ

ーナムさん、オールドメディアの代表としてインドネシアの公共放送のブ

ディオノさん、さらにそれをより広げるためにふかん的な立場からポイン

ター研究所トンプキンスさんにお願いした。オーストラリア公共放送のフ

アさんは、オールドメディア側にいながらも新しいことを始めているとい

うことで、議論がなるべく活発になるような形で展開できないかとパネリ

ストの人選をした。皆、意外と同じ方向を考えておられ、なかなか対立軸

が見い出せなかった。今後、討論番組を展開する上では、対立軸がもっと

明確な人を選んだ上で、さらに次の議論に進めて行けるような番組の仕掛

けを工夫していきたいと思っている。 
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＜ 「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」 （毎週日曜 ２０:５５ ほか） 

＃２ 井村 ももか  （１０月１３日 放送） 
＃３ 小林 伸一    （１０月２０日 放送） 
＃４ 喜舎場 盛也  （１０月２７日 放送） について＞ 

 
○  たった５分の短い番組だったが、どれも命を十全に生きることを示す普遍的な番組

になっており、とても好感が持てた。特に喜舎場盛也さんの作品をもっとたくさん見

たいと思った。一人一人を追うことで、障害を持っていない人たちが自分の生きざま

をふり返ることができるような番組になっていたと思う。 
 

○  エピソード２と４は、エピソード３と比べ、少し作風が違うと感じた。エピソード

３では、小林さんの人生、これまで歩んで来た背景が説明されているので、視聴者か

らすると非常にわかりやすい。なぜこうしたアート作品を生み出すようになったのか

というところがわかるようになっている。エピソード２と４は、同じような構成で、

彼らが作っている作品自体はよくわかるが、人生の背景が語られる部分がないので、

少し文脈がわからず、視聴者がどこまで共感を持って見られたのかという疑問を持っ

た。 
 エピソード２では、井村ももかさんが童謡を歌うシーンがあるが、どういった歌を

歌っているのか、英語のキャプションで歌詞を付けてもよかったのではないかと思っ

た。 
 

○  それぞれのアートが何を表現して、完成形が何なのか、わからないという点では３

つのエピソードは同じだと思った。表現していく中で、それぞれの理由や思いがある

と思うので、その点においてこの５分の番組に意義があると思っている。 
 気になったのは、ナレーションの女性の声が聞きづらかったことだ。 

 
○  少し複雑な思いで見た。日本では障害者施設においてアートを教えているところが

ある。この番組に出演している人たちは非常に特殊な例で、実際行われている例の多

くは、コミュニケーションを取ることが非常に難しい人たちがいろいろな絵を描くが、

家族の人たちにとってもそれがアートなのかわからない状態で、こんなことを続けて

いていいのだろうかと悩んでいる施設もある。 
 そうした中で、この人たちのアートは確かにすごいが、その裏にあるものが見えて

こないのはいいのだろうか、と少し複雑な思いがあった。 
 もう１つは、エピソード３の小林さんはコミュニケーションが取れる人だが、反対

にエピソード２と４で紹介されている人は確かにコミュニケーションを取るのが難し

い人で、ほかの障害者施設の人たちと似た環境にある。小林さんをほかの２人と同じ

シリーズで取り上げていいのだろうかと疑問に思った。 
 

○  大変興味深く見た。日頃、あまり目にすることのない芸術というものに光を当てた

という意味で、この番組の意義は大きいのではないか。ただ、５分間という短い時間

だったので、少し中途半端な印象だ。作者の背景も含めて作品を紹介することがメイ
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ンなのか、アーティストの生き方や背景、どうしてそういう作品を作ることに至った

のかというようなことも含め、人に焦点を当てたいのか、少し中途半端な印象だった。 
 おそらく 2020 年の東京パラリンピックに関連してこのような取り上げ方をされた

のだろうという印象を受けたが、できればオリンピックイヤー、パラリンピックイヤ

ーだけではなく、今後も継続的にこのような芸術を取り上げていただきたいと思った。 
 
○  番組がアート作品を伝えるだけではなく、アーティストについても伝えたいのか、

というのがいまひとつわからなかった。５分しかない番組なので、これまで見たこと

もないような作品で、インパクト自体はとてもあったが、すごい駆け足で美術館を見

て飛び出してきたみたいな印象を持ってしまった。 
 

○  おそらく、こういう障害がある方の話というのは、そこに至るまでの人間ドラマが

あり、さらに深く心に落ちるものだと思うので、例えば１５分で１人の方を紹介する

番組であれば、もっと印象的なものになったのではないか。 
 いずれにせよ、このような方がたくさんいるということを知ることができたのは貴

重だった。 
 

○  この５分という長さも番組の作りも、とてもおもしろいと思った。「見る」というよ

りも「感じる」ような、そういう新しい感触の番組になっていると思った。 
 アール・ブリュットというのは、フランスの画家のジャン・デュビュッフェが提唱

して、アウトサイダー・アートなどいろいろある。いろいろな意味でアートとは何な

のかというようなことを考えさせられたので、番組の取り組みとしては非常によかっ

たのではないか。これを続けていくと、どういう人選になっていくのか、いろいろな

意味でとても新しいと思った。 
 タイトルの「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」についてだが、タイトルの付け方が気になったの

で、どういう意図があったのか聞きたい。 
 

○  最初のタイトルを見ると、正規の美術教育を受けた経験のない人々が対象というこ

とで、必ずしも知的障害、精神障害ということではない。正規の教育を受けていない

人がいろいろな世界で成功することがあるが、そのような潜在的な可能性があるので

はないかと思って見た。 
 ５分というのがいい時間ではあるが、中途半端という感じもした。一番ストーリー

性のあったのが小林さんではないかと思う。 
 

（ＮＨＫ側） 現在、来年度に向けてどのように番組を改良していくか議論をしている

ところで、貴重な意見をたくさん頂き、参考になった。 
  歌詞の字幕については、「海」という歌だとわかったほうがいいのでは

という議論はしたが、最終的には歌の雰囲気を感じてもらう５分にしたい

と考えた。 
  ナレーションについては、これから伸びていくであろう若いナレーター

にチャレンジしてもらった。どういうタッチでナレーションを付けてもら

うかについては、出演者に寄り添い過ぎるのも慣れ慣れしいし、あまり客
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観的に淡々としても、冷たく感じるという議論を制作側も探りながら行っ

ている。もしかするとやさしく読み過ぎて、少し聞きづらかったりすると

ころがあったかもしれない。この点についてはだいぶ良くなってきている

と思っている。 
  ５分間では中途半端で分かりにくかったという意見が多かったことも

しっかり受け止めたい。感じてもらいたいというのが作り手の押し売りに

なってはいけない一方で、この人はどのような障害なのだと説明しすぎる

ことが、作品を見てもらう時によけいな情報にならないかという点は、と

ても迷った末に、現行のスタイルを選択した。 
  タイトルについての指摘だが、「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」は、まさに「表現せ

ずにはいられない人たち」という意味合いだ。いろいろな精神状態、障害

を抱えている人もいれば、小林さんのように、一般的な障害者の認定はさ

れていないが、いろいろな理由があって、精神的に少し不安定さを抱えて

いるということを本人が語ってくれたシーンや、簡潔に説明できるところ

は付け足すということを試行錯誤しているところだ。どのような放送時間

が適切かということについては、もう少し長くして理解しやすい形にした

ほうがいいか、２月に特集番組にまとめて放送する予定があるので、議論

していけたらと思っている。 
  障害のある人の中には、海外の展示会に呼ばれるような人もいれば、本

当に知る人ぞ知る、地元の作業所でだけ、すごいと言われている人もいる。

周りの見守ってくれている人から、偶然紹介されて、初めて公に出るとい

う人もいる。制作側としては、有名な人ばかりではなく、このような世界

が無数にあるということを広く知ってもらうために、伝え続けていきたい。 
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２０１９年１１月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年１１月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６６３回）は２６日（火）ＮＨＫ放

送センターで８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。その後、

「２０２０年度国際放送番組編集の基本計画（案）」について説明があり、意見交換を行っ

た。ひき続き、「Ｅｍｐｅｒｏｒ ａｎｄ Ｅｍｐｒｅｓｓ：Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」、「ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ ✕       

ＰＡＲＡＬＹＭＰＩＣ」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送番組の放

送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０２０年度国際放送番組編集の基本計画（案）について＞ 

 
○  来年度の 2020東京オリンピック・パラリンピック大会に向けてのシフトと、従来か

ら取り組んでいるアプローチの両方について書かれているが、ＮＨＫとして世界の問

題に対してどういうアプローチで報道していくのかが見えなかった。そこは長期ビジ

ョンとか中期計画の話だと思うが、その点について教えてほしい。 
 

（ＮＨＫ側） 今回お示ししたのは、単年度の基本計画である。長期ビジョンという観

点では、ＮＨＫでは経営計画に基づいて事業を運営しており、来年度は現

行の３か年計画の最終年度にあたる。最終年度の 2020 年度に最高水準の

放送・サービスをお届けすることがＮＨＫ全体の目標になっており、その

実現に向けて国際放送としても取り組んでいる。 
  指摘いただいた世界の問題に対するアプローチについては、来年度の編

集の重点事項の３つ目に「世界的な課題に日本・アジアの視点で向き合う

番組を充実」としている。例えばＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）等とい

ったことを取りあげる番組を考えている。 
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○  オリンピック・パラリンピックに向けてホストタウン構想というものがあるが、こ

れは裏返して言うと、日本がどのように最高のおもてなしをするかという、まさにオ

リンピックの基本理念から来ている。復興五輪という意味合いもあるので、復興に絡

めたホストタウンの活動もあるだろう。オリンピックの活動理念と調和するホストタ

ウンの番組を作っていただけたらと思う。 
 「新共生時代～日本社会とレガシー～」というのはまさにオリンピック・パラリン

ピックの理念でもある。今回のオリンピックにＳＤＧｓを絡めたものとしては、資源

の再利用、例えば都市鉱山からメダルを作ったり、聖火のトーチに災害地のアルミの

廃材を使う、最近話題のプラスチックの廃棄物の問題についても、それを使って表彰

台を作ったり、ユニフォームはペットボトルを使ったりなど沢山ある。来年しかでき

ない良い番組が出来るのではないかと期待している。 
 

○  オリンピックに関して、競技順位の高い人やよく知られている国から来られる選手

に注目が集まりがちだが、例えばアフリカやアジアの国々などからの参加者について

も取り上げてほしい。国際放送としての意義があるだけでなく、その国の視聴者を増

やすことにもつながるのではないか。 
 

○  骨太の番組がＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのいいところの１つだと思っている。来年

はオリンピック・パラリンピックの年だが、祭りだけではなく、その陰で起きている

ことにも光をあてていただきたい。 
 

○  昨年のこの審議会で、「国際放送番組編集の基本計画」は総論と各論をはっきりさ

せるべきという意見があった。今回は、その点がよく配慮されていると思う。次の計

画を作る際にも、このような議論がなされたことを参考にしていただければと思う。 
 

（ＮＨＫ側） 頂いた意見を踏まえた修正案を検討し、次回示したい。 
 
 
＜「Ｅｍｐｅｒｏｒ ａｎｄ Ｅｍｐｒｅｓｓ： Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」 

 （１０月２０日（日）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  皇室に関する番組はいつもながらＮＨＫの取材力と、いろいろな資料を元に制作さ

れているということがよくわかり、その点は評価したい。今回の番組では天皇皇后両

陛下の、それぞれ個人としての姿を自らの言葉で語るという点が肝だったのではない

かと理解している。 
 気になったのは、オックスフォード留学中の学友として、イギリス人ではなくてア

メリカ人を取材した意図は何だったのか。単に親友であったということか。それとも

イギリス的な視点ではなく、少し視野を広げてアメリカ側の見方も入れたかったのか。 
 皇太子時代の天皇陛下の記者会見の映像で、雅子妃が病気になった後の会見が出て

いた。番組の中で適応障害という紹介はあったが、あのときの会見で一番話題になっ

たのは、雅子妃の人格やキャリアを否定する動きが一部であったとする、いわゆる人
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格否定発言だったと思う。それこそ天皇陛下が会見で最も言いたかったことではない

かと思うが、そのことには今回触れられていない。寝た子を起こす必要がないという

判断かもしれないが、この番組が、天皇皇后両陛下のそれぞれの言葉で語ってもらう

という趣旨であっただけに、人格否定発言が取り上げられなかったのが残念だ。 
 それから、これは国内向けに作られた番組に国際放送独自のパートが加えられたと

のことだが、どこがそれに相当するのかを知りたい。 
 

○  ５月に上皇さまのことをテーマにした「Ｅｍｐｅｒｏｒ Ａｋｉｈｉｔｏ  Ｐａｒｔ １： Ｃｒｏｗｎ  

Ｐｒｉｎｃｅ ｏｆ ａ Ｄｅｆｅａｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎ」（４月２８日（日）8:10 放送）を視聴したが、

上皇さまはご両親と別居して育てられたと紹介されていた。天皇陛下は一緒に育てら

れ、そこから青春時代の話や、アメリカの女優ブルック・シールズが大好きだったこ

となど、きわめて人間らしい側面をうかがわせている。天皇家は世界から注目が高い

ので、前半の部分で天皇陛下の幼少期から現代までを紹介したことは非常に良かった。 
 おそらくこの番組のポイントは後半の「模索」というパートではないかと思ってい

る。この中で、皇后を守ろうとする天皇陛下の苦悩がうかがい知れる。新しい時代に

象徴天皇としてどのように生きていくのかという苦悩がよくあらわれている番組では

なかったかと思う。 
 

○  天皇制の歴史に触れて、なぜ象徴としてのあり方を模索しなければいけないのかと

いうところは、おそらく日本で育った人でないとわからないのではないかと思ったの

で、そこがもっと描かれているとよかった。 
 

○  外国の方が見たときに、それほど日本の皇室に詳しくない方が見ると、すてきなカ

ップルの紹介のような感じで終わってしまいそうで、少しもったいないと思った。日

本の天皇制は特殊で、非常に長い歴史があり、政治や社会が根本的に変わるようなこ

とがあっても維持されて来たことや、現在の象徴天皇制、皇室典範により女性は天皇

になれないことなど、海外の方に説明するのであれば、もう少し背景となる説明があ

ったほうがよかったのかもしれない。 
 

○  番組の副題「Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」が、作り手の意図を反映していると思う。それは、時

代に応じて「天皇」のあり方も変わっていかなければならないというご本人の思いが、

この言葉の中にも含められているのではないかと思う。海外の視聴者から「陛下に対

して近しさを覚えることができた」という反響があったとのことだが、それに対し、

制作者としてどのようなことを感じたかという点と、「Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」に込められた

思いを聞きたい。 
 

○  お２人の幼少時から現在までの軌跡をうまくまとめていて非常によくできた番組だ

った。特に冒頭の、天皇陛下が海外で一般の方との写真撮影に応じていて、一緒に映

った人が “Ｈｅ ｉｓ ａ ｎｉｃｅ ｇｕｙ”とフランクに言っており、新しい皇室像を提示でき

ていると思った。 
 「Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」という副題なので、できれば即位直前の肉声がお聞きできている

といいと思った。難しいかもしれないが、せっかくご夫妻で英語にご堪能でいらっし
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ゃるので、国際放送向けにインタビューを受けていただけるということがあれば、海

外発信として非常にインパクトがあるのではないか。 
 

○  これは海外向けの番組なので、外国人がどう見るかということが大事だと思う。そ

ういう意味でこの番組は非常にいいオリエンテーションになっていると思う。世界に

は君主制国家や共和制国家、あるいは独裁国家とさまざまあるが、君主制の国家でも

王制はこのままでいいのかと常に議論になっている。そんな中、日本の天皇制という

のは、皆さんの国と比較してこういうふうに存在しているということをこの番組は世

界に訴えかけている。この点が一番重要だと思った。 
 

○  これまでは、まず日本語の番組があって、それをベースに英語の番組を作るという

流れがほとんどだったように思うが、今後、英語版を作ってから、日本語版を作ると

いう逆の流れがあってもいいのではないか。最初から海外向けの報道というロジック

で作って、それが日本向けになると、また別の印象が得られるかもしれない。君主制

のあり方とか象徴の意味とかをテーマにするのも興味深いのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） オックスフォード大学留学時のアメリカ人のご友人だが、あの方は本当

に仲のいい友人で、入学式の日に隣になってそこから親交が生まれ、留学

の間、天皇陛下ととても親交を深められた。天皇陛下が留学を終えられて

日本に帰る際には、わざわざアメリカに寄って、彼の自宅まで行って、そ

の縁でブルック・シールズと会えたというエピソードもあるぐらいの一番

の親友だ。だから、アメリカ人であるということよりは青春時代の天皇陛

下を一番よく知る人物で、１人の青年として付き合ったことを語れる貴重

な方ということで、今回取材した。 
  もう１つ、人格否定発言についての指摘だが、天皇陛下が皇太子時代の

会見で人格否定について言及されたことは非常に大きなことではあるが、

その背景にはさまざまな当時の宮内庁との関係も含めたことがあり、背景

まできちんと説明しないとなかなか真意はわからない。その後、雅子妃が

長期療養に入られるが、長期療養に入られた雅子妃を支えながら代替わり

までともに歩んで来られたというところを描いていくほうが、よりふさわ

しいのではないかと考え、今回はあえて触れなかった。 
  それからタイトルの「Ａ Ｎｅｗ Ｐａｔｈ」について、もちろん新しい両陛

下が退位した上皇さま・上皇后さまとは違う道を選んで歩んで行く、ご本

人もそれに言及されているということが、この言葉をタイトルにした１つ

の理由だ。もう１つは、私たち国民が新しい両陛下とどう向き合っていく

かということが、平成から令和に代わって私たちにも問われていると考え

て、新しい両陛下だけではなく私たちも一緒に歩んで行くという思いを込

めた。そのことが伝わっていたのであれば制作者として大変うれしく思う。 
  インタビューについては、国際放送独自の取材はなかなか難しいが、新

しい時代に入っており、英語も堪能なお２人なので、公共メディアとして

皇室をきちんと伝えていくという責務があると思っており、引き続きチャ

レンジしていきたい。 
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（ＮＨＫ側） 即位の礼があった１０月は、この番組を含めて合計５本、天皇にまつわ

る特集番組を集中編成した。その最初が１０月６日のＮＨＫスペシャルの

英語版「Ｔｈｅ Ｐｅｏｐｌｅ ａｎｄ Ｔｈｅｉｒ Ｅｍｐｅｒｏｒ」だ。まさに日本人がどのよ

うに天皇制を歴史的に発展させてきたのか、それから皇位継承問題なども

含め深く掘り下げた番組を最初に放送した。それから１０月５日、１２日、

１９日と毎週末に、ことし４月に集中編成した 「Ｅｍｐｅｒｏｒ Ａｋｉｈｉｔｏ：    

Ｐａｒｔ１～Ｐａｒｔ３」を５０分版に再編集して放送した。特にシリーズ最後の

回については、新しい天皇陛下と皇后がどういうお人柄の人なのかを見せ

ようというものだった。なお、天皇に即位されてからの会見や映像などを、

新しく独自パートとして入れるなど編集もひと手間かけて、この放送に臨

んだ。 
 

 
＜「ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ ✕ ＰＡＲＡＬＹＭＰＩＣ」 

  － Ｅｐｉｓｏｄｅ ６ : Ｖｉｓｉｏｎ Ｉｍｐａｉｒｅｄ Ｊｕｄｏ（１０月１５日（火）８:５５ ほか） 
  － Ｅｐｉｓｏｄｅ ７ : Ｐａｒａ ｃｙｃｌｉｎｇ（１０月２７日（日）９:３５ ほか）について＞ 

 
○  ５分という短い中で、パラリンピックをどう伝えていくのかというのは非常に難し

いが、アニメという手法を使ったのは非常によかった。日本が得意とする文化、世界

中からも注目されているものなので、まずそこで興味を引くという手法はよかったと

思う。 
Ｅｐｉｓｏｄｅ６とＥｐｉｓｏｄｅ７の放送の間隔が開いているが、離し方がいいのかどうか。

放送枠の問題もあるのかもしれないが、柔道のほうは障害者、サイクリングのほうは

健常者が主人公になっていて、視点の違う２つが一緒になっている。連続して見たほ

うがわかりやすかったかもしれない。連続で見るとこういったことに気づくのかもし

れないが、これが１０日以上離れて散発的に見てしまうと、理解度が薄まっていくの

ではないかと感じた。 
 いずれにしてもこの２つは、今まであまりパラリンピックに対して深い関心を持っ

ていなかった自分への反省も含めて非常に興味ある番組に仕上がっており、実際に海

外の方がこれを見て、パラリンピックへの関心が非常に深まっていくのではないかと

感じた。 
 

○  大変すばらしい番組だった。パラリンピックの意義というのは、たぶんいろいろな

形で考えられると思うが、その１つとして挙げられるのは、ただ単に障害を持った方々

が頑張っているのを応援するというのではなく、相手を理解するということが根本に

あると思う。実際にパラリンピックでどういう形で、障害がありながら試合ができる

のかということは、なかなかイメージできないものだ。アニメという手法を使うこと

で、柔道では相手の道着を２か所つかむことによって相手の存在をイメージし、相手

の動きを感じて投げる、と示している。しかも、投げた後に「ありがとう。あなたの

おかげで試合ができている」と感謝をするという、スポーツの精神をしっかりと伝え

ている。それを５分ですべて表現したＥｐｉｓｏｄｅ６は非常にすばらしい出来だと思った。 
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 このシリーズはぜひ、すべてのスポーツのジャンルに関してやっていただきたいと

思う。 
 

○  テレビ番組を見ていて、何でもかんでもアニメにすればいいと思っているのではな

いのかと常日頃思っていたので、またかと思いそうになったが、番組を見て、アニメ

だからできることをやったのだと受け止めた。 
 パラリンピックの競技について、選手の人たちがどのような気持ち、どのような考

えで取り組んでいるのかというのがとてもわかりやすく表現されていて、どちらも好

感を持った。 
 

○  アニメという手法が非常に効果的で、わずか５分の中にアスリートの気持ち、スポ

ーツのルール、健常者とは違うパラリンピック特有のルールも非常にわかりやすく説

明されていて、しかも競技をしている人の気持ちに共感できるように作られていた。 
 この番組は字幕だったが、多言語放送で吹き替えで行ってもいいと思った。例えば

視覚の困難な方たちは字幕では見られないと思うので、吹き替えという手法は有効だ

と思った。 
 

○  国内外の障害者の方、特に視聴覚に障害を持つ方、あるいは将来のパラリンピック

選手になるような方々、そういう方にこういう番組があるということを知っていただ

く機会があるのか気になった。もし何か国際放送で特筆すべき取り組みや今後の指針

のようなものがあれば教えていただきたい。 
 
○  日本語の番組として作られている意図はよくわかるし、よくできていると思うが、こ

れが英語字幕で出たときにどういう意味を持つのか気になった。英語吹き替えをしたほ

うがよかったのではないかという印象だ。せっかくアニメーションなので、Ｅｐｉｓｏｄｅ

７では実在のアスリートが出てきたが、創作ということで捉えれば架空の人物、架空の

設定、あるいは何かをモチーフにした架空の物語を作ることができる。最初から海外向

けに東洋人や日本人の設定にこだわらないほうが、むしろ国際放送の番組としてより適

切だったのではないか。 
 

○  パラリンピックに関連する方々に人が興味を持つ１つの大きな理由は、一人一人に

いろいろな歴史があるということなのだと思う。 
 来年のパラリンピックに出場する選手は、本当に少数のエリートだと思う。そこま

でチャレンジできる障害者というのはそれほどおらず、引っ込み思案、あるいは自信

がないということでそういうレベルまで自分は行けないだろうと思っている障害者の

人はたくさんおられると思う。だから、こういう番組を見るといつも、これは光の部

分だが、陰の部分もたくさんあるのだということを改めて感じざるを得ない印象を持

った。 
 

○  Ｅｐｉｓｏｄｅ６は非常に感銘を受けた。全体的にいろいろな番組の作り方があると思う

が、なぜアニメの手法を取り入れることにしたのか聞きたい。こういう娯楽の要素を

取り込んでいくというのも非常に大事だと思っている。 
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（ＮＨＫ側） なぜアニメの手法なのかということだが、これまでパラリンピックに関

して、ドキュメンタリーで背景に迫ったりするなど、番組やニュース企画

もたくさん作って来たが、どうしても一般のオリンピックスポーツに比べ

て、なかなか見てもらえないという現状がある。どうしたら見てもらえる

か考えた結果が、１つはアニメだ。また５分にこだわろうと、チームで挑

戦した。 
  なぜかというと、なかなか関心を持ってもらえないものを、５分で見せ

ることによって、最初の壁、障害者がスポーツをやるということへの抵抗

感、それをまずアニメという形で抵抗を少なくし、関心を持ってもらうこ

とにチャレンジしたいと思った。 
  それから、子どもたちに偏見を持たないでもらうために、アニメを使う

ことによって子どもたちが見やすいコンテンツにする。そういうことで共

生社会に寄与していけるようなアニメにできないかと考えた。 
  ５分だと、どうしてもいろいろなルールの細かい部分や背景を伝えられ

ないので、今「アニ×パラ」では公式ホームページを設けている。アニメ

をきっかけに、ＮＨＫがいろいろ作っている番組やニュースを短い２、３

分のコンテンツにし、見られるような形にしている。アニメでハードルを

低くして、そこからパラスポーツの実際のものに触れてもらう。パラリン

ピックのアニメは漫画家、声優、それからテーマ曲は毎回オリジナル曲を

アニメに応じてアーティストに作ってもらっているが、そういう人たちが

皆、パラスポーツを勉強して、それについて語れるようになって現場に来

られる。そういう人たちのインタビューなども載せており、彼らの目を通

してパラスポーツの深さをより知ってもらうというような仕掛けを、ホー

ムページでしている。有機的、多面的に、パラリンピック、パラスポーツ

の魅力を知ってもらおうというのが、この「アニ×パラ」プロジェクトの

意味であり、目指すところだ。 
  すべての種目を作ってほしいという意見を頂き、ぜひ目指したいが、ど

うしても著名な漫画家やアニメ監督は忙しい方たちで、無理を言ってお願

いしている現状だ。ぜひ続けていきたいと思っているが、どこまで行ける

かというのは何とも言えないところだ。 
  吹き替えについても探ってはいるのだが、英語で演技ができる声優の方

というのは日本にはなかなか少ないそうだ。今のところ、吹き替え版の制

作は保留になっている。 
  障害を現在持っている人に見てもらうということで言うと、今、ＮＨＫ

ワールド ＪＡＰＡＮのコンテンツを海外で見せるという取り組みを外務

省と協力して行っている。イラクの小児がん施設で、小児がんのため、将

来、足を切らなければいけないかもしれないという子どもたちに家族と一

緒に「アニ×パラ」を見てもらい、インタビューしたところ、未来に向け

て勇気をもらえたというコメントもあり、ニュースで取り上げた。 
 

（ＮＨＫ側） パラスポーツはいろいろな競技があり、今回の２つのＥｐｉｓｏｄｅはどちら

も健常者スポーツがもとになっているものなので、改めて競技の説明をす



 

 8 

る必要がほとんどないところが大きい。これまで放送したものの中では、

例えばゴールボールや車いすラグビーもあるが、これは健常者スポーツが

もとになっておらず、パラスポーツとして考案されたものだ。そうすると

ある程度、競技の説明に時間を割かざるを得ない。しかし、競技に興味を

持ってもらえればよく、競技のルールをわかってもらうことが目的ではな

いので、あまり説明はしないが、全く知らないものについてはある程度説

明は必要で、ものによって、試行錯誤しながら作っている。 
  実在の選手が登場するものもいくつかある。これまで車いすテニスで国

枝慎吾選手をアニメのキャラクターとして登場させた。 
  いろいろな国の選手をという話もあったが、世界的に評価されているア

ニメの強みは、このキャラクターはどこの国の人ということをそれほど意

識せずに見られるということがある。実際、アニメの中では髪の毛が緑や

青だったりするが、これがどこの国の人だろうと思って見ることはあまり

ないので、今後、いろいろな国の人を出していくことはできるだろうと思

う。 
  そういう交流を描いていくというものも、障害者を特別扱いしないとい

うことで言うと、外国人についても同じだと思う。そのことを考えていく

価値はあると思うし、大変いいヒントを頂いた。 
 

○  せっかくこれはいい番組なので、どこかでまとめて見ることはできるのか。 
 

（ＮＨＫ側） 今、ＮＨＫの「アニ×パラ」の公式サイトでアニメを５分間全部見られ

る形にしている。また、英語以外にも多言語化しており、ＮＨＫワールド 
ＪＡＰＡＮのホームページで見ることができる。 
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２０１９年１０月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年１０月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６６２回）は１５日（火）ＮＨＫ放

送センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続き、

「Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｙ ｉｓ ａ Ｓｍａｌｌ Ｖｏｉｃｅ - Ｅｕｇｅｎｅ Ｓｍｉｔｈ ａｎｄ Ｍｉｎａｍａｔａ」、「Ｈｅｌｐｉｎｇ 

Ｈａｎｄｓ － Ｔｈｅ Ｌｉｖｅｓ ｏｆ Ａｔｏｍｉｃ Ｂｏｍｂ Ｏｒｐｈａｎｓ」について説明があり、意見交換

を行った。最後に、国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、

会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 中曽  宏 (㈱大和総研 理事長) 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  １０月１２日に日本に上陸した台風１９号関連のＮＨＫのニュースについて、２か

国語放送でずっと視聴していたが、非常に分かりやすい英語で放送が行われていたこ

とはとてもよかったと思う。一方、主要駅で取材しているリポーターが、計画運休で

駅は閑散としているために、外国人がたくさんいることがかえって目立っているとい

うコメントをしていたのが気になった。これだけＮＨＫが国際放送で迅速な情報提供

を行ったにもかかわらず、外国人観光客の方々は情報を取得するという意味で遅れが

出ているのではないかと感じた。例えば、ＪＲの主要駅にデジタルサイネージのよう

な形で二次元バーコードを映し出せば、情報が届くのではないかと思った。 
 

（ＮＨＫ側） 二次元バーコードについての取り組みの１つとして、成田空港に到着し

たときにＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのホームページに誘導する二次元バ

ーコード等を紹介するＰＲブースを設けている。ＪＲの駅でもＮＨＫが作

ったフライヤーを配っているケースもある。鉄道会社や駅によって受け入
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れ態勢に違いがあるが、現在、関心を示してくれた施設などにはメーリン

グリストを作ってデータをお送りしている。これをもっと拡大したいと考

えている。 
 

○  海外向けの発信については、どのような戦略なのか。海外出張に行き、ホテルでテ

レビをつけると、最初に出てくるのはＣＮＮ、ＢＢＣ、フランス、中国の国際放送で

あることが多く、ＮＨＫはなかなか出てこない。国際的な発信力という点を確認した

い。 
 

（ＮＨＫ側） ＣＮＮは 1985年に、ＢＢＣは1991年にスタートしたのに比べて、ＮＨ

Ｋワールド ＪＡＰＡＮが２４時間の英語放送を始めたのは 2009年で、チ

ャンネルとしてまずスタートが遅かった。ホテルに関して言えば、世界の

すべてのホテルにというのは難しいので、例えば最初は５つ星、次に４つ

星といったように少しずつ対象を広げるなど、戦略をもって視聴可能ホテ

ルの拡充を進めている。 
  ホテル以外では、一般の方たちにＮＨＫを知っていただきたいという考

えから取り組みを進めており、今、およそ３億 8,000万の世帯でＮＨＫワ

ールド ＪＡＰＡＮが見られるようになっている。海外は多チャンネルの

時代で、家庭で 100や 200のチャンネルが視聴可能だが、その中から選ん

でいただけるように番組の内容もしっかりしたい。インターネットでの発

信についても、より多くの方に見ていただけるように取り組んでいる。 
 

 
＜「Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｙ ｉｓ ａ Ｓｍａｌｌ Ｖｏｉｃｅ - Ｅｕｇｅｎｅ Ｓｍｉｔｈ ａｎｄ Ｍｉｎａｍａｔａ」 

 （８月１７日（土）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  非常に勉強になる番組で、知らなかったこと、教えられることが多い深い内容の番

組だった。本当に理解するためには、常に対象に寄り添って長い時間を費やすことが

大切なのだということを写真家のユージン・スミスさんがやっておられた。ＮＨＫも

しっかりと取材に時間を費やして番組にしていた。 
 公害を引き起こした企業チッソの工場でスミスさんが暴力を受けたことに対し、会

社は裁判になるのを避けようと交渉してきたことなど、重要な要素は盛り込んで、本

当に５０分をフルに使い切っていた。 
 

○  ＮＨＫらしい非常に重厚な番組だと思った。豊富な映像資料も交え、取材も丹念に

行ったというのがよく伝わってきた。当初、水俣病は伝染性の病気ではないかという

偏見があったということや、スミスさんに写真を撮ってもらったために他の患者家族

から妬みを受けたこと、病気そのものだけでなくこうした偏見も被害者を苦しめてき

たということにも注目したのが非常に印象に残り、貴重な情報を海外に伝えることが

出来た。 
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○  タイトルの「Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｙ ｉｓ ａ Ｓｍａｌｌ Ｖｏｉｃｅ」という一文は最後に出てくるス

ミスさんのメモの中にもある。時として１枚の写真がなによりも雄弁であるという意

味のメモで、この番組のテーマを如実に物語っていると思った。水俣病患者である田

中実子さんや上村智子さんに対するスミスさんの寄り添い方が紹介されるが、智子さ

んとそのお母さんの入浴シーンの写真がスミスさんの名声を高めた反面、智子さんの

家族が他の患者家族から妬みを受け傷ついたというシーンがあったので、撮る側と撮

られる側との難しさもよく出ていたと思う。スミスさん自身が非常に苦しみながら、

写真家としての人生を送ったということがよく表れていた。 
 

○  記録していくこと、伝えていくこと、写っているものが全てなのか、表現とは何か

ということをいろいろと考えさせられた。タイトルによって、１枚の写真の力が非常

に伝わってきた。 
 番組全体の趣旨はもちろんだが、その仕上がり、特に音楽がとてもよかった。音楽

のセレクトがとてもいい雰囲気を出していて、すばらしい出来だった。 
 

○  スミスさんは世界的に有名な写真家だが、なぜ彼が水俣にフォーカスを当て始めた

のか。長期間滞在して患者と向き合い、写真を発表することになったのか、という経

緯をよく知らなかったので、大変勉強になった。 
 タイトルの“Ｓｍａｌｌ Ｖｏｉｃｅ”は非常に奥ゆかしい表現だが、モノクロの写真１つ１

つが非常に陰影をもっていて、パワフルなメッセージを与えていた。ユージン・スミ

スという写真家の使命感や矜持、葛藤がよく描かれていたように思う。 
 ある患者の写真をたくさん撮ったけれども、人間らしく生きたいのに生きられない

人々をどう描くかということにずっと葛藤し、結果、１枚だけ公表したということに

も非常に胸を打たれた。 
 今回、多くの未公開の写真や音声テープが発見され、ドキュメンタリーが作られた

とのことだが、どのように未公開音声テープがあるということを知り、こういうドキ

ュメンタリーを制作することにつながったのか伺いたい。 
 

○  最近、水俣の周辺を通ったが、見た限りでは景色も全くそのようなことを思い出さ

せるようなものではなく、その時は問題意識をあまり持たなかった。しかし、まだ終

わっていない問題であるということを現代に届ける声として非常に重みのある番組だ

ったと思う。 
 このドキュメンタリーを見て、公害という問題が人々の大切な人生を破壊して、拭

い去りがたい傷を残しているということを改めて認識した。番組に登場する水俣の

人々が、スミスさんの思い出を語るときの表情は大変柔らかくて、心が通じ合ってい

たのだろうと思う。だからこそ患者の視線に立った悲しみや苦しみを共有したうえで、

あのような優れた写真を撮ることができたのだと思った。 
 スミスさんの肉声で「彼女は歩くことも、話すこともできず、恋を知ることもない」

ということばがあったが、これは水俣の公害が奪ったことの残酷さを非常に雄弁に訴

えかけていた。 
 太平洋戦争の経験がスミスさんの写真家としての原点であることは分かったが、大

戦中に何があったのか、もう少し知りたいという気がした。 
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 工場で暴力を受けた事件についてだが、これは今の企業ガバナンスからすると考え

られないような出来事で、これ自体が番組の１つのテーマになるような重い内容だ。

経済成長と人権の問題というのは、経済発展途上にある国においては、今でも問題で

あるので、国際番組としては、その意味合いについて、別の機会で問題提起すること

があってもいいかもしれない。 
 

○  学校教育で水俣病を含めた公害病について学び、知識はあったが、患者の追跡取材

や実子さんのその後などを番組で見たときに胸が詰まった。 
 淡々と白黒が多い画面と感情的になり過ぎない音声、そして音楽もとても控えめで

番組が進むので、かえって患者側と企業との間の激しいことばのやり取りであったり、

暴力的になったりというシーンが、非常に際立っていると感じた。 
 気になったのは、テープの音声で、特にスミスさんのことばが聞こえにくいところ

があった。本当に重要なメッセージは字幕があるとよかったのかもしれない。 
 

○  水俣病のような問題は、現在であれば、こんなことにはならないだろう。やはり水

俣病は公害問題の原点だと思う。当時、公害の原因企業に対する批判の声が燃え盛っ

ているときに、こういう番組はなかなか作りにくかったのだろうとは思うが、今だか

らこそこういう冷静で多角的な視点の番組ができ、作る意義がある。 
 スミスさんにとっては、被写体に寄り添うという手法によって１枚を切り取ること

が写真家としての使命だったと思う。世界の歴史を見ると例えば、ベトナム戦争の印

象も、ベトナムの１人の子どもが逃げ惑う１枚の写真で作られたと思う。動画でも、

例えば、カンボジアのポルポトの大虐殺についてアメリカＡＢＣテレビのアンカーだ

ったピーター・ジェニングスの作ったドキュメンタリーを見た瞬間にアメリカの世論

がガラッと変わる。それほどの力があり、非常にリスクがある。報道に関わる人間に

とって、どの映像を世に出すかは非常に重い責任を伴うということを、この番組を見

て、改めて感じた。 
 

○  患者の父親である上村好男さんが「このドキュメンタリーは歴史に残るよね、私と

の会話も歴史に残るね」ということを言われていたのが非常に印象に残った。途中で

いくつか古い映像が出てきて、おそらくＮＨＫで放送したものを使っていると思うが、

ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮが始まる前のたくさんのドキュメンタリーで英語版では

ないものがあるとすると、大変もったいないことではないか。古い日本語だけのドキ

ュメンタリーで英語版として残すべき価値のものがあれば、大規模なプロジェクトと

してやってもいいのではないかと感じた。 
 水俣病は、国際保健の分野では、現代の問題とされている。特に金鉱山では金を抽

出するときに水銀を使っており、現在でも世界の金山で働いている人たちに水銀中毒

の危険があり、「水俣病」はまだ世界の問題として残っている。これも新しいフォーカ

スとして日本の水俣病と関連づけられるのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） まず、未公開だったテープや資料をどのように発見したかだが、ユージ

ン・スミス生誕 100 年で、死後４０年にあたる 2018 年に、東京都写真美

術館で回顧展をやったこともあり、もう一度見直すことができないだろう
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かと取材したところ、アリゾナ州立大学にスミスさんの未公開プリントや

さまざまな書き物が見つかった。併せて、妻のアイリーンさんの手元にス

ミスさんが取材中に回していた音声テープがあったことをアイリーンさ

んが思い出し、お借りすることができた。その音声テープには取材者とし

てのいろいろな葛藤とか、私たちが番組を作っていくうえで非常に学ぶべ

き点も多いものだったので、番組を制作した。 
 

（ＮＨＫ側） 元従軍カメラマンだったスミスさんが、なぜ水俣を撮るようになったの

かについてだが、この番組は２本シリーズで、今回の１本目は水俣病をス

ミスさんが追ったという番組、２本目は太平洋戦争の従軍カメラマン時代

のストーリーで、彼がなぜ、弱い立場に置かれた人間に興味を持つように

なったのかをひもとく内容だった。２つのテーマを通じてスミスさんのカ

メラマンとしての姿勢をお伝えするシリーズだった。 
 
（ＮＨＫ側） ２本目の番組内容について説明すると、スミスさんは最初、アメリカ軍

の従軍記者として、日本に対し批判的な立場だったが、サイパンなどでア

メリカ軍が多くの日本の民間人を殺害する現場に立ち会うことが頻繁に

あった。彼は自分が思っていたアメリカの正義に不信感を持ち始めて、い

つの間にか、戦う米兵よりも、巻き込まれる住民を撮影し始めた。やがて

沖縄戦で彼は負傷するが、そこでもずっと沖縄の住民を撮影し続けていた。

彼が従軍体験の中で、戦う兵士よりも、そこにいる住民に目を向けること

が戦争の真実を伝えることだと気づいていったプロセスを描いた。それが

戦後の日本への関心や、水俣に目が向くことにつながっていった。 
 

（ＮＨＫ側） 古いテープのため音声が少し聴き取りにくかったという指摘だが、大事

な部分で聴き取りにくい場合は字幕を入れるなどの対応をしていきたい

と思う。 
  １つの映像、あるいは写真の持つ影響力の功罪については、われわれも

その都度、難しい判断を迫られることがある。今回の場合は、有名な写真

家が残した偉業というよりは、その裏の葛藤や、１枚の写真を撮るまでに

いろいろな悩みがあったということをしっかり伝えて、それを見る人がど

う思うかということをメッセージとして投げかけたつもりだ。 
 
 
＜「Ｈｅｌｐｉｎｇ Ｈａｎｄｓ － Ｔｈｅ Ｌｉｖｅｓ ｏｆ Ａｔｏｍｉｃ Ｂｏｍｂ Ｏｒｐｈａｎｓ」 

 （９月２１日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  第二次世界大戦でアメリカが落とした原爆により日本は多くの犠牲を払い、たくさ

んの原爆孤児が生まれたが、戦後に様々な人と人とのつながりに助けられ、生き延び

た原爆孤児がいたのだということが番組でよく分かった。原爆孤児となった日本人男

性が、戦後暮らした韓国に戻って、かつて兄弟のように暮らした韓国人男性と再会を
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果たすという感動的な場面もあったが、この番組の企画によって、つまりＮＨＫの働

きかけによって可能になったのか。そのいきさつも聞きたい。 
 この番組は今だからこそ、全ての日本人が見るべき番組のように思う。韓国との関

係がぎくしゃくする中で、韓国人の女性が日本の孤児を助けたというストーリーがい

かに多くの人の心を打つか。国際放送だけではなくて、国内放送においても、放送す

るという可能性をぜひ検討していただきたい。 
 

○  番組のメッセージとして、戦争の最大の犠牲者は子どもであるということかと思い

ながら見始めたところ、原爆孤児の精神的な里親になるという、アメリカの支援プロ

グラムがあり、また韓国の方に救われたというケースもあった。日本とアメリカ、あ

るいは日本と韓国の間で、たとえ憎しみを忘れることはなくても人間がしょく罪を越

えた感情を持つことができるということを伝えたいのだと思った。 
 

○  取り上げ方が非常に難しいテーマだと思う。しかし、抑制されたトーンで、単純な

美談という形にせず、バランスよく描かれていたと思う。日本で原爆により孤児にな

った子どもたちが、国内で救済を得られなかった中、アメリカ人や韓国人に助けられ

たということを、現在の彼らの状況も含めて、うまく伝えていた。日本兵に夫を殺さ

れながら、日本人の原爆孤児を自分の子どもとして育てるという韓国人の母親のメッ

セージに非常に感銘を受けた。 
 これは今日にも通じる非常に普遍的なテーマだ。ヒューマニティーとは何か、国境

を越え愛や平和を求める気持ちの重要性を考えさせる今日的な意義のある番組だ。 
 

○  原爆孤児がどうやって生き延びたのかこの番組でよく分かり、自分自身、大変勉強

になった。 
 日本における原爆孤児のケアセンターで暴力や差別的な扱いや、心無い言葉があっ

たとか、親戚中をたらい回しにされたとか、国内のむごいエピソードがある一方で、

海外の方に助けられた孤児がいたという事実をしっかりと伝えることの大切さが感じ

られた。 
 夫を日本兵に殺された韓国人の女性が日本の原爆孤児を助けたエピソードについて、

同様な事例がほかにもあったのかどうか。そして、このエピソードを入れた理由は、

現在の日韓関係の状況も念頭にあったのかも、ＮＨＫの考えを聞きたい。 
 

○  政府のプログラムとして助けるという形ではなく、民間のジャーナリストの方たち

のアイデアから始まり、さらに日本人の牧師やアメリカ人作家のパール・バック氏の

協力で精神的な里親プログラムが実現している。原爆孤児を引き取り育てた韓国の方

も一個人だ。国際紛争や戦争など、特に殺伐とした感じになりがちだが、そういうと

きでも人間らしさや優しさを持てるのだということが救いのように感じた。 
 
○  再現ドラマがあることによって話はとても分かりやすくなっているが、そこだけリ

アルではないので、韓国の人たちが見たら、どう感じるのかと思った。日本人の感覚

とは別の何か政治的な意図を感じたりすることはなかったのか少し気になった。再現

ドラマが入ると、インパクトとしてはとても強いので、番組全体のまとまり感を損な
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う印象もあり、海外の人たちが見たときに、どう感じるのかを考えた。 
 

○  この番組は具体的な事例を示すことによって、歴史に埋もれていた原爆孤児の戦後

の歴史を明らかにする役割を果たしたと思う。番組を通じて人々の善意が圧倒的に感

じられ、しかもそれを紡いでいたのが実は個々人であったというところが、よく分か

った。いろいろなエピソードが入っていたが、ドラマ仕立てになっていることがテー

マを分かりやすくしていると思った。 
 同時に厳然たる事実として、6,500 人程度と推定されている原爆孤児のうち、この

ように幸運にも救済された人はそのうちの一部であったという重要なメッセージを伝

えることを忘れていなかったということも評価したい。 
 いずれにしても、戦争という人間がもたらす罪悪に対してもっとも脆弱だった子ど

もたちを救ったのが、人間の限りない善意だったということ、そして、その原爆孤児

がたどった過酷な運命が再び繰り返されることがないよう、世界平和を切に希求する

関係者の声を海外の視聴者にも伝えるという番組の目的は十分に達成されていると感

じた。 
 より大きな問題として第二次世界大戦、あるいは太平洋戦争に関わるメッセージを

海外に伝えるうえで特に海外向け番組制作時に留意しておいたほうがいいと思うこと

がある。それは、被害者としての日本人という視点と加害者としての日本人、そうい

う視点の２つのバランスの取り方だ。海外から見ると、戦争を始めたのは日本であっ

て、これに伴う犠牲者や悲しいエピソードというのは、日本人の犠牲者と同じくらい

あるかと思う。 
 いずれにしても第二次世界大戦や太平洋戦争を題材とした場合、特に国際番組には

バランスの取れた被害者、加害者、そういった両方の面を加味しないと、なかなか視

聴者には受け入れられないかと思う。そういう意味では、この番組は、真珠湾攻撃が

全ての苦しみの源であるという登場人物のことばが引用されていたので、バランスが

取れていてよかったと思った。 
 

○  歴史を見ても国家というものは謝らないものだと思う。今でもアメリカでは、７割

以上のアメリカ人は、原爆が戦争を早く終わらせたと思っているという調査もある。

だから原爆を落としたことは正当化できるという認識は学校の授業でも教えられてお

り、おそらく今後も消えないのではないか。 
 国家と国家の関係になると、非常に非人間的な話になると思う。だからこそ、こう

いう「人間」の話が心を打つ。民間人だからこそできることをやっているのかもしれ

ない。知らないこともたくさんあったので勉強になり、感銘も受けた。 
 

○  非常に感銘を受けた。ノーマン・カズンズ氏について言うと、医学会で非常に有名

な人で、その方が原爆孤児を救済する活動をやっていたとは知らなかったので、非常

に大きな発見だった。 
 

（ＮＨＫ側） 国内放送としては、まず１２月上旬に、ＢＳ１スペシャルで、コメント

を日本語化したものを放送する予定だ。ＢＳ４Ｋのスペシャル番組として

も日本語化したものを放送する予定だ。できるだけ日本の方にも見ていた
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だきたい。 
   今の日韓関係を意識して作ったのかどうかだが、そもそも韓国人に救わ

れた友田典弘さんについてのニュースレポートを昨年制作し、その当時は、

今のようには日韓関係は悪化していなかった。しかし、日韓関係が悪化し

ていく中で、だからこそこのテーマをやるべき価値があると考えた。委員

の意見にもあったように、国家は謝らないし、国家は戦争をする。しかし、

その国家という大きな傘の下にいる一人ひとりの人間というのは優しさ

もあれば、こういう支え合い、それは国境や民族、国籍関係なく支え合え

るものではないかということを取材から、ひしひしと感じた。 
  さらに原爆孤児を巡るアメリカ側の支援の話でも、今回資料をひもとく

中で、これまでほとんど知られてこなかったさまざまな事実が次々と分か

ってきたので、一つの番組の中でできないだろうかと考えた。 
  またドラマの部分についてだが、友田さんは、まず原爆で孤児になって、

着の身着のままで韓国に渡り、その後、路上生活をしていたこともあって、

当時の写真や、その当時を物語る材料がほとんど残っていない。どうした

らこの友田さんの物語を描けるのか考え、ドラマで再現することとした。 
  脚色をするためではなく、友田さんの生涯をなるべく忠実に再現したい

という思いからドラマ仕立てという手法を採用した。 
 

（ＮＨＫ側） 番組に至るいきさつは、昨年、別件の取材の中で友田さんを知り、ニュ

ースリポートにしたところから番組として取材を始めた。弟分だったイジ

ェファさんの消息の調査は私たちが主体的に行って、実際に見つけること

ができた。 
  韓国のお母さんがなぜ日本人の彼をそこまでして助けたかという話だ

が、なぜそこまでしたかというのは分からない。彼女はもう亡くなってお

り、彼女のお子さん方に聞くこともできなかったので、友田さんや取材か

ら聞こえてくる話による。 
 

（ＮＨＫ側） 制作チームの中で、人間は加害者にもなり得るし、その加害者が、被害

者にもなり得るということで、そこをしっかり意識しなければいけないと

話し合いながら制作した。加害者と被害者の意識をどう捉えるべきかと考

えたときに、淡々と事実を積み上げていき、重層的に物語っていくしかな

いのではないかと考え、そこに注力した。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで独自に作った戦争関連番組は、アメリカ各

地の 100 ほどの公共放送局ＰＢＳのメインチャンネルで放送されている。

当初は東日本大震災の番組から始まったが、ＰＢＳ担当者からＮＨＫワー

ルド ＪＡＰＡＮの番組は非常に心打つものがあるということで、定期的

に提供している。 
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２０１９年９月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年９月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６６１回）は１７日（火）ＮＨＫ放送

センターで８人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず、２０１９年度後半期の国際放送番組の編成について、および最近の国

際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続き、「Ａ Ｊｏｕｒｎｅｙ ｔｈｒｏｕｇｈ 

Ｇｅｎｄｅｒｓ」、「Ａｓｉａ Ｉｎｓｉｇｈｔ」について説明があり、意見交換を行った。最後に、国際放送

番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

副委員長  河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「２０１９年度後半期の国際放送番組の編成」について＞ 

 
○  ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの年間の番組編成の方針について伺いたい。後期からＳＮ

Ｓでの展開も意識し短い番組を増やす方針に変化したのか、それとも年間を通じて短

い番組を増やすという方針だったのか。 
 

（ＮＨＫ側） 編成の年間方針は、日本の政治・経済を始めさまざまな情報を世界に向

けて発信するという形で編成している。その中で、今回、後期編成で短い

番組を中心に注力したのは、最近の視聴動向を鑑みて、放送以外のウェブ

展開については、ライブストリーミングによりリアルタイムで見ていただ

くだけではなく、ＶＯＤ（ビデオ・オン・デマンド）というサービスで、

放送後にいつでも見ていただけるよう、短いコンテンツに注力することで、

さらに接触者数を増やしていけないかということも考えている。その点で、

後期の編成では、新たに５分、１０分という短い番組を比較的多めに編成

する方針を打ち立てている。 
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○  いつも番組審議会で見る長時間の番組は、中身がとても濃くよいものが多い。短い

番組も長い番組もよいものを放送していくためには、それぞれどのような方針がある

のか。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの番組は主に２８分程度のものと、週末に編成

する５０分程度の特集番組の２種類がある。そのほかに今年度の編成では

１５分サイズの番組を新たに制作した。これはスマートフォンなどの端末

で見るのにも適していると考えている。長めのドキュメンタリーはしっか

り骨太なものを制作し、日本を訪れたいと考えている外国人の方向けには

食や旅の情報を発信する短めの番組を制作している。 
  後期については、東京オリンピック・パラリンピックへの機運を高める

ことを目的とした「ｎｏ ａｒｔ，ｎｏ ｌｉｆｅ」という番組がある。知的障害や精神

障害のある人の中には、正式な美術教育を受けたことのない方々もおられ、

パラリンピックを意識したコンテンツと位置付けて５分サイズの番組を

用意している。また「アニ×パラ」という番組はタイトルのとおり、日本

の有名なアニメーション作家のキャラクターを使ってパラリンピックに

理解を示してもらう番組だ。 
  そのほか、「Ｓｅｌｆｉｅ Ｊａｐａｎ！」や「Ｃｏｒｅ Ｋｙｏｔｏ ｍｉｎｉ」は、これから日

本に来たいと考えている方々に向けて、人気の自撮りスポットを紹介する

ものや、人気の観光地である京都にこんなすばらしい場所がある、という

ことを短くお伝えする。このようなコンテンツを用意している。 
 

○  短い番組を放送するということに連動して、ドキュメンタリーなど優れた長い番組

へのアクセスが増えているなど、何か分析はあるか。 
 

（ＮＨＫ側） 今までのところ、ＶＯＤへのアクセス数を見ると、番組の長さはあまり

関係ないという結果が出ている。長い番組でも興味があるものは見られて

いるので、やはり中身が一番大事とは思うが、短い番組の最大の利点はＳ

ＮＳ用に再編集することなく投稿できるところだ。本当はウェブサイトで

見ていただきたいが、現在、ほぼ一日ＳＮＳだけを見て過ごしている方が

とても多いので、短い番組をそのままＳＮＳに投稿することで、より多く

の方に見ていただけるのではないか。 
  ＳＮＳに投稿した番組にＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのウェブサイトのリ

ンクを張ることで、コンテンツを初めて見た方を、ウェブサイトに誘導す

ることができる。「アニ×パラ」も第１話を丸ごとＳＮＳ発信して、第２

話以降はウェブサイトへ誘導するという試みを行っている。このように短

い番組をＳＮＳにそのまま投稿することで、いろいろな番組にまずは１回

接触をしていただくことを考えている。 
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＜「Ａ Ｊｏｕｒｎｅｙ ｔｈｒｏｕｇｈ Ｇｅｎｄｅｒｓ」 

 （７月６日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  性同一性障害を抱える若者の９年間を記録したドキュメンタリーということで、大

変な時間をかけて制作しており、苦労が多々あっただろうと思う。すばらしいドキュ

メンタリーだった。ジェンダーの問題は、非常に難しい。性別適合手術をすれば解決

するという問題ではなく、手術をしてもその体は自分にとっては認めがたいものであ

るというところが、この番組の重要なポイントだと思う。たぶんこの方だけでなくほ

かにも例があるのではないか。その点に関してもう少し、別の方の例があれば、さら

に説得力があったのではないか。 
この問題は非常に注目されており繊細なテーマであり、マスメディアによる問題提

起が期待されると思う。例えば今まではトランスジェンダーという問題が提示されて

来たが、この番組は、トランスセクシュアルな、つまり生物学的な性差というものも

超えて行こうということを、ポジティブに提示しようとしている。これまで議論され

てきたところから一歩を踏み出そうとしていると感じた。 
生物学的に、自分の体を変えるということに対して肯定的なメッセージを発するこ

とは、新しい問題に踏み込んでいくことになるので、非常に深く考えなければいけな

い問題だ。ＬＧＢＴＱについてはそれぞれ対応のしかたが違う、いろいろな考え方が

あるということを考えていかなければいけないと思う。そういう点で、もう少し視野

の広さといった気配りがあってもよかったのではないか。 
 

○  主人公の小林空雅さんは非常に話も上手な方で、一言一句が視聴者の心にしみ込ん

でくる。例えば女性の体であるということに対して、「意識しても理解できない、それ

はお化けと同じだ」というような発言や「ないはずのものを取り去るのはマイナスか

らゼロになることだ」という発言は、象徴的な発言だったと思う。男性と女性という

２つの性しかないという思い込みがあった自分には、この言葉はすごくショックだっ

た。 
 なぜ小林さんがこういった性的違和感を持つようになったかという過程を、番組で

は把握できなかったが、そもそもこのような疑問を持つこと自体、私自身がトランス

ジェンダーという問題をよく理解していないことへの裏返しであり、そのことを番組

を通じて考えさせられた。クリニックのドクターの「自分の体が嫌いで自傷行為に走

る人もいる」という発言もあったが、このようなことが起きているとすると、社会が

真剣に取り組む問題なのではないか。 
 この番組がすばらしいのは、ストーリーが問題提起だけで終わらず、小林さんが同

じ悩みを抱える方々との出会いによって、自分に嘘をつかない正直な生き方を模索す

るようになったということだ。枠の中にあるものが正常であり、枠の外は異常と決め

つけること自体がおかしいことだという「ダイバーシティ・アンド・インクルージョ

ン」という多様性を互いに認め合うという考え方があるのではないかと、番組を通じ

て改めて気づかされた。 
 小林さんに、自分のことが好きかと問うと、１５歳のときは「自分を好きでも嫌い

でもない」と答え、１７歳のときは「自分を許してやろう、頑張ろう」と言い、最後、

２４歳のときは「いまの自分は好き、人はみんな嫌いなところを持っている、そんな
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自分だからこそ知り合えた友人や大切な人がいる、よくやったな、自分、誰よりも愛

したい」というメッセージで締めくくっているというところがすばらしいと思う。 
 この人らしい生き方だと思った。ぜひ今後も小林さんの取材を続けてほしい。 

 
○  小林さんの凄絶（せいぜつ）な心の動きに寄り添うのは大変だろうが、それでも語

ってもらいたいと、いろいろと質問を繰り出すけれどもなかなか語ってもらえなかっ

ただろうと感じて、取材したスタッフの皆さんの努力にも敬意を表したい。 
 同時に小林さん１人の問題ではないはずで、同じような境遇の人たちがほかにいる

のではないか。友人や周辺の人々、男性から女性になった先輩のインタビューなども

あったが、どのようなサポートをどのような人々から受けたのかということがもっと

伝わると、同じように悩んでいる人たちに対し、どのようにサポートを求めればいい

かということに関してヒントを与えられたのではないか。 
 せっかくＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでこの番組を放送するのであれば、他の国にはど

のような事例があるのかといったことも一緒に伝えることができると、さらに普遍性

が増したのではないかと思った。 
 

○  最近、ＬＧＢＴＱに関する日本における関心が非常に高まってきて、特に高校生や

大学生といった若い方の中でこの問題への関心が非常に高まっていると感じている。

このような番組は非常にタイムリーだと思う。一方、社会がどう向き合うべきかとい

うところまではなかなか掘り下げられてなかったようにも思った。主人公の周りの方

は、母親も含め、友人たち、就職先の居酒屋のご夫婦と、皆さん受け入れる方ばかり

だったと思う。しかし実際の日本社会の中では、おそらくこの番組では浮かび上がら

なかった差別、あるいは閉鎖性や息苦しさといったものも性的な多様性を持っている

方々は感じているのではないかと思う。そういうところにも焦点を当てつつ、その上

で社会はどうあるべきかという問いかけが明示されるとよかったと思う。 
 国際放送なので、例えば日本の現状に関するデータを示すなど、現状がどうなって

いるかについての説明も若干あるとよかった。 
 

○  ＬＧＢＴＱの問題は、各国でそれぞれの法制度、社会の受容性に違いがあるにして

も、おそらく今の時代ではどこでも話題になっていると想像する。その中で、このよ

うな番組を放送するのであれば、日本人であるからとか、日本に生まれたからという

ことで、日本の環境がどうであるのかということにもう少し注目してもよかったとい

う感じがする。番組ではいくつかの事例は挙がっているが、もう少し深掘りしたほう

が、よりよくなったのではないか。 
 

○  人間のことはまだ、いろいろわかってないことがたくさんある。例えば自分の仕事

においてもたまたま関連することがあり、結果的に答えは出ていないが、思い込みで

人を傷つけてしまうことがあるんだろうなと、いろいろ考えさせられた。 
 番組では、受け入れてくれる人たちが多かったので、日本の現状がどうなのかとい

うことはわからなかったが、ぜひこの後も取材を続けてほしい。何十年単位取材でき

れば、すごい番組になるのではないか。すばらしい番組だった。 
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○  自分がこの問題についていかに無知だったかと、本当に驚かされた。繰り返し見た

が、２回目、３回目と、見るのがだんだんつらくなった。最近のほかの番組との比較

において、これほど自分自身にとってインパクトがあった番組はない。こういう番組

を見るということ自体が非常に重要だと改めて強く思った。 
 社会が変わりはじめ、そういう人が自分の身近にもいるとわかってきているのでは

ないかと思う。これをどうやってわれわれが理解を深めていくかということが重要だ

と思う。こういう番組を見ることも方法の１つだと思うが、それに向き合って生きて

いるという人だけでなく、さまざまな分野でプロフェッショナルとして活躍している

人をぜひ番組で取り上げたらいいと思う。 
 

○  非常にいい番組だった。いくつもの重要なポイントが提示されたが、小林さんの成

長する過程で何度も声優として貢献したいと言っているシーンがある。いろいろとつ

らい思いをしてきたかもしれないが、それでも声優、あるいは何者かとして社会に貢

献したいというのを言い続けている姿にとても感銘を受けた。 
 テクニカルなことでは、最近の用語はＬＧＢＴＱ＋（プラス）というふうになって

きているので、そういう用語についても確認されたほうがいいと思う。 
 

（ＮＨＫ側） まずなぜこの番組を作ったのかということだが、最初、小林さんが中学

生の時にカミングアウトして女性から男性になりました、というニュース

リポートを担当ディレクターが作った。そのことがきっかけで、小林さん

への取材を続けて来た。 
  ＬＧＢＴＱというのは最近よく話題になっているが、日本ではどういう

問題があるのだろうとか、国際放送としてどう伝えればよいか、かなり悩

んだ。１４歳からずっと取材し続けており、特に幼いころの小林さんの存

在が本当に大きく、９年間の成長を見て、こういう若者が日本にいるとい

うことを伝えたいと考えた。もちろん、日本にどういう問題があるのかな

ど、もう少し内容を広げられればよかったかもしれない。 
  小林さん自身の物語がだいぶ強く出て、日本が抱える個々の問題につい

ては十分伝えきれなかったかもしれない。同じ悩みを抱える人たちとの交

流などのシーンを入れたが、日本が抱える問題を全部伝え切れていないと

いうことは作っていても感じたところだ。世界の状況や、日本と世界の立

ち位置の違いがわからないという指摘については今後の参考にしたい。 
  インタビューで悩みや差別について一生懸命取材したが、なかなか難し

いところがあった。続編をという声も頂いたので、今後、引き続き取材し

ていきたいと思う。 
 
 
＜「Ａｓｉａ Ｉｎｓｉｇｈｔ」Ｐｅｒｆｏｒｍｉｎｇ Ｙｏｕｒ Ｓｔｏｒｙ ｉｎ Ｃｈｉｎａ 

 （８月９日（金）１０:３０ ほか）について＞ 
 

○  まず中国で表現の自由を求めて活動する若者を取材したということが、非常に難し
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かったのではないかと思った。集まって来る観客のストーリーを聞いて即興劇にする

というところがポイントだ。中国にはこれほど語りたい民衆がたくさんいるのだとい

うことをわからせてくれ、非常にインパクトのある番組だった。 
 彼女たちがこの即興劇を続けなければいけない、この劇団をやらなければいけない

理由も、そのような人たちがいるから、その人たちに応えるんだという思いでやって

いることがよく伝わった。演劇というのは人々の声を伝えていくという意味でも、非

常に重要なパフォーマンスだと思う。中国における社会問題をこれほどダイレクトに

教えてくれた番組というのは初めて見たので、非常によく取材されていたと思う。 
 

○  よくこの取材対象を見つけたと思ったが、これは中国ではとても珍しいことなのか、

このような動きがどんどん出てきているのかというところは知りたいと思った。取材

自体が自由にできたのかについても聞きたい。短い番組なのにとても入り込めて非常

にいろいろ考えさせられ、大好きな番組だ。 
 会場側に断られて上演できなくなったシーンについて、これが規制にあたるかどう

かはっきり言わないのは、難しさがあるのか。それは感じてほしいということなのか。

この先、若者がどうなったのか。見た後にたくさんの疑問が湧いた。 
 

○  劇団が直面している問題を通じて、現代中国の若者の表現の自由と、当局の検閲の

間のせめぎ合いと受け止めた。 
 自分なりに考えると、劇のスタイルが双方向であるがゆえに、集会の自由に対する

規制や取り締まりということも視点に入っているように見えて、ＮＨＫとしてはかな

り大胆に、婉曲的にではあるが中国当局の規制に対して批判的な視線を持った番組だ

と私には見えた。一方で、この番組の放送後に中国側からリアクションはあったのか。 
 

（ＮＨＫ側） 中国当局からは、特段リアクションはなかった。 
 

○  いろいろ疑問が湧く番組だった。まずこういう人たちはどれぐらいいるのかを知り

たい。取材が難しかったのかもしれないが、もう少しそういうことがわかると、この

動きがどういうパワーを持っているのかというのがわかりやすかった。 
 非常にチャレンジングな番組だったと思う。 

 
○  非常に関心を持って見た。演劇という意味では通常の演劇が演じる側が観客に伝え

たいものがあって観客の心に訴えるものだと思うが、この中で描かれていた演劇方法

というのが、観客の心に寄り添って観客から力を得て、それを表現していくという、

その表現方法が非常におもしろいと思った。 
 中国の政治体制の中で今の若者たちが何を考えているかという本音については、通

常なかなか情報が入って来ないが、こうした動きがあるということにまず興味を持っ

た。これが、たまたま広州だけで起こっているのか、あるいは全国的な広がりがある

のか。彼女たちだけが突出しているのか。あるいは同じような演劇という方法であれ、

また別の表現方法であれ、やんわりと体制に対してチャレンジするような動きがほか

にもあるのかどうかということも興味深く思った。 
 会場も借りられないくらい当局に監視されている中で、別の会場では 300人もの観
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衆がやって来たということも非常に興味深い。監視の目があるかもしれないのに自分

の感情をみんなの前で吐露する人たちがいるということも、非常に興味深かった。そ

ういう意味で、なかなか外からは伺い知れない現在の、特に若い世代を中心に見た中

国をうまく切り取って伝えており、興味深く見た。 
 
○  最初に番組の目的は何なのかと考えた。今の中国は自由な言論が許されないような

社会であることはわかっているが、それを自分の信条や、言いたいことをこういった

ストーリー仕立てにして、広州の劇団が演じる。ＳＮＳで自分の言いたいことを言葉

にして、ＳＮＳを使って流すということは世界中であるのだが、それを演技で表現す

る。これは非常に新しいやり方だと思うが、逆に言うと、中国の人たちは、言いたい

ことが言えないのでこういった芝居で表現する。これによって自分の言いたいことが

表現されているということで満足をしているのか、していないのか。番組を見る限り

は、劇団の人たちと参加者たちの心が通じ合って涙を流しているようなシーンもあっ

たが、本当に自分の言いたいことがその芝居によって表現されていたのかどうかわか

らなかった。 
 また、今は６人の少女の集団だが、彼女たちは彼女たちでまた、国の抑圧的な部分

と戦いながらやっている。そして生活実態も一部表現されているが、国の圧力を受け

ながら頑張っているところに焦点を当てようとしたのか、制作者の意図を知りたいと

思った。 
 

○  おそらく中国の社会には体制への不平、不満、批判などが渦巻いていると思う。た

だ、このような活動を当局が認めたということはおそらくこの人たちの集団はあまり

体制を揺るがすようなことはしないだろうと当局は考えて、認めたのだと思う。 
 むしろ、違和感があったのは、そこで行われる即興劇のテーマが体制の問題とは全

く無関係の私生活の話ばかり出てくることだ。この違和感は、体制に対する不満がも

っと強いであるだろうに、そういうのは一切におわせないようなやり方の不満を出し

て、それに対応する。そこに、日本の社会とは違う社会、いわゆる監視社会のような

中で生きている人たちの生き方がにじみ出ていたような気がして、非常に興味を持っ

た。 
 この番組は中国で放送したのか。当局は、このぐらいならやらせておいたほうが、

香港みたいなことにならなくていいと思ったのではないかという印象だ。 
 

○  全般的なことだが、このような番組を見ると非常に感動するが、タイトルを見ただ

けで視聴者がこの番組を率先して見るかというと、そうでもないところがある。どの

ようにしたら、見ようというふうに思えるだろうかということを、常に感じている。

その点、説明されたように、短い番組を作って効果的に発信するなど、何か工夫があ

るといいと思った。 
 

（ＮＨＫ側） 中国で取材する場合、基本的には取材の意図等を事前に示した上で、当

局の了解を得て取材する。もちろん、こういう劇団を取材したいとの企画

の趣旨を提示し、取材許可を得た上で行った。 
  このような劇団が他にもあるかどうか確認することは非常に難しい。こ
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の劇団のスタイルは 1970 年代にアメリカで発生した即興劇が香港を経由

して深圳、広州に入ってきたそうで、結構人気があるようだ。 
  テーマについては、高度経済成長による格差や一人っ子政策の影響など

さまざまな社会問題がある中で、中国の若者の現状や悩みなどがすくい取

れないかという意図があった。取材したディレクターの報告によると、ど

ちらかというと発展して豊かになってきた中国の若い人たちの孤独や、連

帯を求める傾向が表れてきているのだろうということだ。中国の方は比較

的自己をアピールする部分に長けており、それと合わせて誰かに語りたい、

連帯したい、つながりたいという思いがあるようだ。今の若い世代の悩み

のようなものを、非常に特徴的に捉えることができたのではないか。 
  劇団員に体制への批判的なニュアンスがあるかというのは、正直なとこ

ろ、あまりないと思っている。彼女たちも中国各地から集まって来ている

が、比較的恵まれた家庭の若者たちだ。彼女たちなりの正義感と、自分た

ちの世代の思いを何とかすくい取りたい、自分たちで表現したいというの

が彼女たちの思いだ。 
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２０１９年７月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年７月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６６０回）は１６日（火）ＮＨＫ放送

センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「Ｓｐｌｉｔ-Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｏｃｕｍｅｎｔａｒｙ ： Ｎｕｃｌｅａｒ Ｇｈｏｓｔ Ｔｏｗｎ - Ａｆｔｅｒ ８ Ｙｅａｒｓ」、  

「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｒ Ｗｏｒｋ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放

送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

副委員長 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 佐藤たまき （古生物学者、東京学芸大学教育学部 准教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  ＳＮＳと連動した番組が増え、視聴者からの反応を得られるようになってきている

のではないかと思うが、何か傾向があれば伺いたい。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでは英語をはじめとする多言語でＳＮＳを展開

している。最近の傾向として、英語では、外国人労働者に関する番組や海

のプラスチックごみの問題などが世界中のユーザーの反響を集めている。 
  先日、「クローズアップ現代＋」（総合テレビ、毎週火曜・水曜・木曜、

午後１０時放送）を英語化した番組「Ｔｏｄａｙ’ｓ Ｃｌｏｓｅ-Ｕｐ」で、日本語学

校に在席している外国人留学生が日本国内で大量に失踪している問題を

取り上げた回をＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのウェブサイトにＶＯＤとして

掲載したが、１日に 2,000回以上再生されるなど、視聴者の関心が非常に

高かった。こうしたデータ等を参考に、今後もＶＯＤ化する番組を選定し

ていきたい。 
 

○  「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」で取り上げている天安門事件や最近の香港についてのニュ



 

 2 

ースは、中国メディアの取り上げ方とはずいぶん違うと思う。今、中国語チャンネル

も設けているが、中国人のユーザーから何かフィードバックはあるのか。 
 

（ＮＨＫ側） ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのウェブサイトには、中国から必ず接続できる

とは限らないが、一定のアクセスはある。フィードバックを得ることがで

きる最大手のＳＮＳも、それ自体が中国で使用できないため、中国に住ん

でいる中国人からのニュースへの反応は非常に取りにくい状態だ。例えば

香港のニュースなどを出したときにいろいろなコメントをいただくが、そ

れは世界中の方からのコメントであって、中国にいる中国人の方の書き込

みは見受けられない。 
  中国からの反応の取り方は、考えていかなければと思っている。 

 
（ＮＨＫ側） 「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」を含め、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮそのものが残

念ながら中国本土では放送されていない。中国政府からの許可が得られな

いので、衛星を使って現地で放送することができないためだ。ただ、世界

中に中国語話者がたくさんいるので、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮの中国語サ

ービス「ＮＨＫ華語視界」等を通じ、できるだけ情報をお届けしようとし

ている。中国本土においては視聴自体が難しくとも、引き続きこの取り組

みを続けていきたい。 
 

○  ７月、８月は東京オリンピック・パラリンピックの１年前にあたる。世界に向けて、

日本で１年後に開催されるという報道はするのか。 
 また戦争と平和に関して、５月、６月に第２次世界大戦の戦勝記念日を迎える国が

世界にはたくさんある。日本人は終戦記念日がある８月の重要性についてよくわかっ

ているが、国際放送で８月に戦争と平和を特集するという意義をどう考えているのか。 
 

（ＮＨＫ側） オリンピック・パラリンピックについては、国際放送での放送権を保有

していない。国内で放送する場合は、権利保有者として、競技などの映像

を使えるが、英語で発信するＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮでは競技映像を自由

に使うことはできず、来年の大会期間中も競技映像は使用についての制限

がある。 
  そのため関連情報として、定時番組の「ＴＯＫＹＯ ＥＹＥ ２０２０」や「Ｊ-

Ａｒｅｎａ」といったスポーツ番組で、大会に向けて頑張っているアスリート

などを紹介している。 
  戦争と平和に関する番組を８月に編成するという意義について、ヨーロ

ッパであれば、指摘のとおり５月だが、日本の放送局としては、やはり８

月の広島、長崎や、そして終戦記念日を中継を含めて伝えていきたいと考

えている。 
 

○  ＴＩＣＡＤ（アフリカ開発会議）の第７回が８月に横浜で開催されるが、この期間ア

フリカに向けた特別な活動はするのか。 
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（ＮＨＫ側） ＴＩＣＡＤの会場に隣接する展示場で、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのプロモ

ーションを行う予定だ。対象は主にアフリカに関係するビジネス関係者向

けだが、ＮＨＫワールドが音声サービスを中心に、アフリカでも多言語で

展開していることなどをプロモートしていきたい。 
  テレビでは、討論番組「ＧＬＯＢＡＬ ＡＧＥＮＤＡ」でＴＩＣＡＤを取り上げ、

国内向けにＢＳ１で日本語で展開する予定だ。 
 
 
＜「Ｓｐｌｉｔ-Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｏｃｕｍｅｎｔａｒｙ ： Ｎｕｃｌｅａｒ Ｇｈｏｓｔ Ｔｏｗｎ - Ａｆｔｅｒ ８ Ｙｅａｒｓ」 

 （５月２５日（土）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  福島の震災直後の映像と現在の映像を、１つの画面で並べて見せる２画面の構成は

圧倒的な説得力があり、福島は何も変わっていないということを知らしめた。企画・

構成が非常によくできている。福島で何が起こったのかや、いまだにその禍根が残っ

ているということを深く認識させられた。 
 ただ福島の人々の声がもう少し聞くことができたらよかった。ところどころで現地

の方の声が入ったり、涙ぐんでいる方々の映像はあったりしたが、実際にどういうこ

とを経験されたのかをもっと肉声で聞くことができれば、さらにインパクトの強い番

組になったのではないか。 
 

○  浪江町の方々の苦悩を共感できる、非常にすばらしい番組だった。ナレーションが

最小限なので、自分なりに感じたり、考えたりすることができ、テレビ番組だからこ

そできたと感じた。 
除染されたものがどこにどれぐらい溜まっているかなど、もう少し映像で見られる

とよかった。 
日本語版を英語化したということだが、以前から国際放送と国内放送で同じ番組を

共有してはどうかという意見が何度も審議会で出ているが、それが実現されていて非

常によかった。 
 

○  浪江町請戸地区をめぐるさまざまな現実を直視する構成と受け止めた。 
 構成として、純粋な津波被害の部分と汚染によって住めなくなった、言わばゴース

トタウンの部分が混在しているので、もう少し構成をはっきり分けたほうが、この 

“Ｎｕｃｌｅａｒ Ｇｈｏｓｔ Ｔｏｗｎ”の“らしさ”を表せると思った。 
 エンディングで再び２画面になり、左側に映る東京の街並みの明るさと、右側の請

戸地区ないし浪江町の暗さがよくわかるが、東京の明かりが、福島第一原子力発電所

を含めた地方にある原発の発電によってそもそも成り立っていたのだということを出

してもよかったと思った。 
 

○  非常によかったと思う。こういうギミックが利いた番組を作ると、普通はギミック

が立ち過ぎてしまい、内容が頭に入らなかったり、どこを見ていいかわからなくなっ

たりしがちだが、これは番組内容とギミックとがぴったり合っていて、コンセプトが
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うまく視覚化できていた。 
 この「Ｓｐｌｉｔ-Ｓｃｒｅｅｎ Ｄｏｃｕｍｅｎｔａｒｙ」は今までも放送したことがあるのか。 

 
（ＮＨＫ側） このような手法で制作した番組はこれまで放送したことはなく、初めて

の試みだと思う。 
 

○  映像が揺れており、その揺れ方が右と左で違っていたので、少し見づらい。長い番

組なので、もう少し一緒になるともっと見やすいのではないかと感じた。 
誰にどんなメッセージを伝えたいのか伺いたい。震災以降に生まれた子どもや震災

を知らない人にも見てもらうためには、原子力発電所からの距離だけでなく、当時の

気象条件など浪江町がゴーストタウンにならざるを得なかった背景をもう少し説明す

るとよかった。 
非常に感情的にこみ上げてくる部分はあったが、果たして感情だけでいいのだろう

かと思った。費やされた時間だけではなく、どれだけの人が投入され、どれだけのお

金がつぎ込まれたのか、ボランティアはどれだけ行ったのか、いろいろな数字的な裏

付けがあったと思う。 
 

○  非常に見応えのあるドキュメンタリーだった。特に 2011年と 2019年をこれだけ丁

寧に同じ場所で検証できたということは、これだけ時間がたっても荒涼たるゴースト

タウンのようになったまま復興が進んでいないということを後世に伝えるという意味

でも非常に意義のあるドキュメンタリーだった。 
2019年の姿が荒涼とした荒れ地で、がれきは片付いているけれどもほとんど復興が

進んでいない映像を見て、改めて問題の大きさを感じた。映像そのものが非常にパワ

フルなメッセージを発していると感じた。 
1981年の浪江町の映像も紹介されていたが、よく残っていたと思った。1981年、2011

年、2019年と３つの歴史的な地点で検証できたことも興味深かった。また何年かたっ

た後に同じ場所を訪れるというドキュメンタリー番組ができるとよいと思った。 
住民１万 5,000人の人口がわずか 900人になってしまったということで、いまだ帰

って来られない住民の方々、もう帰ることをあきらめた住民の方々もたくさんおられ

ると思うが、そうした方々の声も取り上げると、もっと深みが出たのではないか。 
 

○  特にドキュメンタリーとして優れていると考えたのが、効果音なども入れずに本当

に淡々と映像を流していく番組だったので、それがかえって怖さと悲惨さを強調する

と感じた。 
とても怖いと思ったのが、2011年の映像で、浪江町役場の方の「これで人が歩いて

いればいつもと全然変わらないのに」ということばだ。「人がいないだけで、普通にお

店の看板などは出ている」ということを何度も言っていて、原発事故の被害とはこう

いうものなのだと実感した。 
 

○  傑作だと思った。過去の映像だけ、あるいは現在だけの映像ではなくて、対比がで

きてドキュメンタリーとして今どうなったかというのは、日本人にとっては非常に関

心があるところだ。同じ道を通って映像を撮るのは技術的に大変なことだと思ったが、
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すばらしい試みだった。 
世界では毎月のように災害が起こっており、これも外国の人の目からは、多くの災

害のうちの１つとしか映らないかもしれない。この番組を外国向けに放送するのなら

ば、やはり冒頭数分は、何が起こったかということに費やすよう、少し編集し直した

ほうがいいのではないかと思った。 
例えばインドネシアの大津波の話をしても、日本人がそれがいつだったか思い出せ

る人はあまりいないだろう。外国の方に見てもらうには配慮が必要だと思った。 
もっと福島の人の声を聞けたらよかったと思った。大変情緒的な部分、感情的な場

面が多かったと思うが、約５０％の人はもう浪江町には戻って来ない、３０％の人は

迷っているということを深掘りできないものかと思う。なぜ帰って来ないのか、なぜ

帰って来られないのかという声は、もしかしたら、タブーかもしれない。それは、も

う仕事がないから帰らない、農業ができないから、漁業ができないから、原発で働い

ていて職がなくなったから、というようなことが、ゴーストタウンのようになってし

まった背景にあるはずなので、そういう人の声を、できれば聞きたかった。そういう

声が入っていたらさらに感銘を深めたのではないか。 
 

○  タイトルの「Ｎｕｃｌｅａｒ Ｇｈｏｓｔ Ｔｏｗｎ」だが、“Ｇｈｏｓｔ Ｔｏｗｎ”の後にクエスチョン

マークを付けるぐらいのほうがタイトルとしてよりふさわしかったのではないか。 
２画面の構成は、比較の場面が多すぎ、似たような画面が非常に長く、少し退屈に

思えるところがあった。 
 

（ＮＨＫ側）  2011年に、当時の浪江町長の許可を得て現場を記録した。そのときは「ク

ローズアップ現代」の取材の一環ということもあったが、特に町側の気持

ちとしては、まだ震災から１か月の段階で住民の方々は家がどうなってい

るのか一切わからないので、ぜひ記録して見せてほしいという話だった。

だから８年前は、最初は福島県域で放送して、その後、全国でも放送する

という経緯だった。 
  ８年がたって、久しぶりに現場を訪ねたところ、変わっているところも

たくさんあったが、変わってないところもたくさんありがく然とした。だ

が、それ以上にがく然としたのは、自分自身に対してだった。この風景を

８年前にあれだけの衝撃を持って見つめたのに、忘れてしまっている、忘

れて東京で過ごしているということに気が付いたからだ。自分に対して、

それでいいのか、という気持ちから、この２つの風景を比較して見るとい

うこと、再び思い出すということが大事なのではないかと考えて制作した。

だから、誰に見てほしいと考えたかと言えば、最初は自分自身だった。ま

た、当時、東京では計画停電などかなり節電をしていたはずなのに、今は

そんな状態ではなく、何不自由なく過ごしている人たちに見てほしいと思

った。そして、それをさらに世界の方々に見ていただくことで、どういう

感想を持っていただけるかということを強く考えながら制作した。 
  海外の方に向けて作るのであれば、冒頭で、2011年の出来事をふり返っ

てもよかったというのは、そのとおりだと思った。今後の参考にしたい。 
  ２画面での比較が多すぎたのではないかという指摘だが、当初は全部２
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画面にしようと思っていた。福島の人の声やデータをもっと入れるべきで

はないかという指摘については、そのとおりの面もあるが、今回はいろい

ろな選択がある中でナレーションを最低限にして、この風景の比較の中で

視聴者に考えていただきたいということを番組の趣旨としたので、データ

の紹介は抑え目にしたという面もあった。 
  今回、いろいろな方に見ていただき、思いのほか伝わる部分があると思

ったので、今後、この形で何年か後にということも含めて考えていきたい。 
 

○  いったい誰のために作ったのかという質問に対して、まず自分である、というコメ

ントに非常に感銘を受けた。アメリカの哲学者・思想家のラルフ・ワルド・エマーソ

ンが、「自分の心の奥深いところで真実であることはすべての人にとっても真実である」

というようなことを言っていたと思うが、まさにその思いが映像として作られたもの

ではないかと感じた。 
 
 
＜「Ｅａｓｙ Ｊａｐａｎｅｓｅ ｆｏｒ Ｗｏｒｋ」 ＃１０ Ｏｆｆｅｒｉｎｇ ｓｕｐｐｏｒｔ 

 （６月１０日（月）９:４５ ほか）について＞ 
 

○  非常によくできていた。以前視聴した、昨年度後期のテレビ定時番組“Ｅａｓｙ Ｊａｐａ

ｎｅｓｅ”よりもわかりやすく、オフィスや仕事で使っている一般的な会話で、教科書の

中には出てこないようなことばも多く散りばめられていた。日常の仕事のコミュニケ

ーションの取り方も自然だった。 
ロールプレイの設定で疑問に思ったのは、外国人が多くいるＩＴの会社なのに、名

刺の発注が紙だったことだ。もう１つは、別のコーナーで、接待で回転ずしを使うと

いう話があったが、一般的に日本では、そういうのを接待と言わないと思うので、誤

解を招く情報を伝えているような気がした。 
 

○  現在、日本社会で外国人材の受け入れが拡大しているので、こうした番組は非常に

重要で、今後日本で仕事をしたいと考えている人もぜひ見たいと思える番組だ。 
学習番組としてどう評価するかという場合は、ユーザーの声を拾うことがまず第１

だと思う。もし、すでに番組モニターの声があるのなら教えていただきたい。それを

踏まえて、語学学習としてどうあるべきかを考えていくのだと思う。 
番組としては、ベトナム出身のゴックさんというキャスティングが非常によかった。

ゴックさんが非常に一生懸命、仕事に意欲を燃やし、それ以上に「日本語をやりたい、

私もいい先輩になりたい」という、非常にポジティブなメッセージを彼自身が発して

いるので、語学番組以前の段階で、日本に来て頑張ろうというメッセージ性を持って

いる番組になっており、評価できると思った。 
 

○  ゴックさんの最後のコメント「いい先輩になりたい」ということばで、この番組に

対する好感度が上がった。 
ロールプレイでゴックさんが新人を教えるという設定だが、日本人の新入社員の日
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本語がとても不自然だった。日本語学習番組だからはっきりと話しているのかもしれ

ないが、普通の人はこんなにはっきりしゃべってくれないので、違和感があった。し

かし、きっとこの番組を見る方は、録画して少しずつ巻き戻しながら何十回も見るの

だろうと思うと、これでいいのかもしれないという感じもした。 
 

○  日本語の学習番組としては、非常に実践的な内容である。一方で、日本語話者でな

い人がロールプレイに入るという面白さはあるものの、正しい日本語の発音を理解し

てもらうには、返って心もとないのではないか。 
ロールプレイの場面の漢字を選び、その表現を紹介するところで、今回は「見」と

いう漢字を使って、見解、意見、見る、などだった。音と訓の使い分け、漢字の読み

方が出てくるが、これはかなり高度で、上級の部類に入っているとも思える。上級コ

ースという設定なら理解できるが、どのレベルの日本語学習者をターゲットにしてい

るのかがよくわからなかった。 
 

○  とても興味深く見た。ただ、見ていてなかなかロールプレイが始まらないと感じた。

語学を勉強したい人が見たときに、もう少し実際の会話を勉強する時間を長めに取っ

たほうがよかったという気はした。 
このタイトルを見たとき、てっきり外国人の新人に日本人が教える番組かと思った

が、外国人が日本人の新人に教えるという設定がとても新鮮で、外国人が日本の職場

にこれだけ浸透してきているんだということを実感した。 
 
○  基礎を学んだレベルの外国人を対象としているということだが、キーフレーズが「そ

れならこれを見るといいですよ」で、その中で語彙の説明があったのが「見る」とい

うことばだけで、ほかのことばについては一切説明がなかった。これで１つの単語、

動詞だけを理解しても、ほかの文法、文の構成といったことに対しての説明をもっと

加えないと、初学者や少し基礎を学んだレベルの人にわかるのだろうかという疑問を

持った。もう少し、日本語を学ぶという視点での説明を加えるといいのではないか。 
 

○  回転ずしで接待というのは、何となくおもしろくしようとしているのが透けて見え

て、少し無理があるような気がした。接待の話をするのかと思ったら、かっぱ巻きの

話になっていったので、雰囲気でごまかしているように見えた。何が言いたいのかと

いう感じがした。 
 

○  日本にいる外国人の若い人たちで、相当多くの人が悩んでいることの１つは、自分

たちはこういうふうに考えるのだけど上司を説得できないということだと思う。 
例えば日本人の部長をどうやって説得するか。こういうふうにするとうまくいくと

か、日本的なやり方で相手の感情も傷つけずにうまくいくし、上に対してこういう説

明をしたら評価されるなど、外国人目線でどのような日本語を知りたいかということ

を考えたらどうかと思った。もし今までにこのようなテーマをやっていなかったら、

番組のテーマにするなど考えてもらいたい。 
 

（ＮＨＫ側） レベル設定は、ラジオ国際放送の「やさしい日本語」を終えたくらいの
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想定だ。国際交流基金が設定している日本語技能検定試験のレベルはＮ１

からＮ５まであり、Ｎ４、Ｎ５が基礎レベルで、Ｎ１、Ｎ２が上級レベル

だが、その橋渡しをするレベルだと考えている。 
  講座は、当初から放送だけで完結するものとは考えておらず、日本語の

文の仕組みや語彙の説明、標準的な発音によるモデル会話、実践的な課題

などを盛り込んだウェブサイトを、今秋に公開予定だ。ＶＯＤやウェブサ

イトを繰り返し視聴してもらうことで、学習を深めてもらえるコンテンツ

としたい。 
  実際のユーザーの声の集め方について、該当するレベルの日本語学習者

を絞り込んでランダムにフィードバックを取ることが難しく、課題と考え

ている。 
  番組で立てる学習テーマ自体が、出演している外国人労働者本人、同僚、

上司から、実際に職場の日本語コミュニケーションにおいて課題となって

いることを聞き取った上で、専門家と協議しながら設定しており、その制

作の過程で得られる彼らの声を大切にしていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） 名刺の発注が紙である設定については、確かに現代においてはオンライ

ンでやるようなことかもしれないが、テレビ講座として端的にわかりやす

く、かつ、学習するフレーズがうまく入りやすいと考えて決めた。回転ず

しの場面については、少し通な日本語を話してもらおうという意図のコー

ナーであったが、指摘のように、今後、さらに改善の余地があると思った

ので、参考にしていきたい。 
  今後のあり方として、外国人目線で日本人への対応のしかたを学ばせて

いくべきではないかという指摘については、少しずつ試している段階だ。 
  例えば、日本の職場ではいろいろな人がいろいろな指揮系統で業務を振

ってくることもしばしばあり、それについてどう対処していくか、どう複

数の業務の優先順位を確認するか、といったテーマについて、取り上げて

いく予定だ。 
  ロールプレイの日本人の日本語が明瞭過ぎて不自然だとの指摘があっ

たが、俳優が演じており、外国人向けの教材としては聞き取りやすい日本

語がよいと考えた。一方で、こうしたやり取りは実際の職場では少ないか

もしれないという点については、ジレンマでもある。多くの指摘を頂いた

ので、今後に生かしていきたい。 
 



1 

２０１９年６月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年６月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５９回）は１８日（火）ＮＨＫ放送

センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近のＮＨＫの動きについて、続いて最近の国際放送の動きについて説

明があり、意見交換を行った。ひき続き、「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ Ｓｐｅｃｉａｌ」、「Ａｓｋ ｔｈｅ   

Ｄｏｃｔｏｒ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組モニタ

ーと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 塩見美喜子 （東京大学大学院理学系研究科 教授） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ Ｓｐｅｃｉａｌ」 Ｓｅａｒｃｈ ｆｏｒ Ｓｕｐｅｒｆｏｏｄｓ ｉｎ Ｎｉｉｇａｔａ： Ｒｉｃｅ 

 （１月１３日（日）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  新潟の米の話は、参考になることがたくさんあった。いかに日本の米が健康にいい

のか、メタボリック症候群から始まり、血糖値やコレステロールを下げ、脂肪まで吸

収してくれるといいことずくめだ。しかもこうじやみりんを作る。あるいはみそや酒

を造る。非常に深みのある日本の食文化、特に米の文化を紹介したことは大変によか

ったと思う。 
ただ、これは日本人にとっては非常におもしろいが、果たして外国人がこれを見て

どれほど感銘を受けるかというところは、注目すべきだ。なぜなら、水稲の米を食べ

ている地域は世界の中ではそう広くない。陸稲を食べているアフリカもあれば、米は

野菜だと考えているヨーロッパやアメリカのような国もあり、そういう人たちにとっ

て米のありがたさというのはどれほど理解されるのか。あるいは理解したとしても、

それが自分たちの生活にどれほど有益かというところは少し疑問が感じられる。 
そういう国際的な目を意識して、例えばロングライスについて少し掘り下げてみる

などすれば、海外の人の目から多少注目すべきところがあるのではないか。地産地消
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やスローフードなどは世界のトレンドでもあり、そういうことを取り上げることは非

常によいと思った。 
米を使っていろいろなものを作るときに、世界の目から見ると、やはり、酒がある

はずだ。酒について一切触れないのはなぜか。酒と言えば関心の低い視聴者もグッと

引き付けられると思う。なぜ、酒について取り上げなかったのか気になった。 
 

○  とてもよい番組だと思った。まず、ナビゲーターのエリカ・アンギャルさんという

キャスティングが非常によく、彼女の日本への理解、愛情、それから新潟の方々との

親密度がとてもよかった。それから、今回は、なぜ日本人は長寿なのかということを

明らかにしていく番組と受け取った。その１つの秘密がこうじにあるということ。非

常に説得力を持ったのは、こうじを扱う女性が高齢であるにもかかわらず肌がツヤツ

ヤしていたことに驚いた。新潟の高齢の女性たちも、驚くほどみんな元気だ。それは

説得力を持った展開なので、非常によかった。 
 ただ、米は糖質なので控えたいと考えている女性は、現代の日本でも多いと思う。

野菜を食べたり、肉などを食べることはあるが、ご飯は控えめにするというのが一般

的と理解している。それに対してこの番組が、そうではなくて「コレステロールを下

げるのだ」ということをサラッと言っていて、その点はもう少し説明を加えたほうが

よかったのではないか。 
 もともと日本人向けの番組なので、例えば、最後に米粉を使った料理が出てくるが、

外国人には、少しハードルが高いと思った。海外で米粉はなかなか手に入らないので

はないか。こうじがよいのだったら、こうじをどうやって手に入れたらいいのか、ど

ういうふうに使ったらいいのかといったことがもう少し出てくるとわかりやすいので

はないか。 
 

○  米というものに対していろいろな角度から紹介しているのは、よくできていると思

った。白米だけでなく、混ぜご飯にしたり、粉を使ったりという紹介は非常によかっ

た。米食を主体としているアジアの訪日外国人は、最近では日本の米がおいしいと、

お世辞でなくかなり本気で思っているようだ。これからＧ２０も開催され、いろいろ

なところから賓客が来日して、世界中が注目するタイミングなので、このような番組

をもう１回放送してもいいのではないか。 
 

○  非常に興味深く見た。米からこうじ、みりんなど製造現場の機械化が進んでいる中

で、数少ない手作りの現場をよく探して撮られていると思った。その一方で、手作り

の現場が一般的ではなく、全体のボリュームからすると少し例外的な事項を取り上げ

ていると疑問に思った。ただ、番組としてはとてもよいと思う。 
 科学的根拠についてもあまり多くなかったが、血糖値の表もわかりやすく、みりん

などは海外にも知られていないので、私自身もみりんがこんなに血糖値に影響してい

ると知って興味深かった。料理に関しては、非常に伝統的なもので、日本人ですらほ

とんど知らない料理が多かったのではないかと思うので、おいしさがどこまで伝わる

のかという疑問は感じた。 
 料理に加えて出演者も高齢の方ばかりなので、バランスがどうかと思ったところに

米粉のレモンサブレが出て来て、少しバランスは取れたと感じ、こういうお米の使い
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方もあるのかと思って、納得して見終わった。米粉が手に入りづらいという現状はあ

るだろうが、日本としても、米粉は古米からでもできるし、海外にも打って出ること

ができるものでもあると思うので、そういった部分では、この番組は外国人へのＰＲ

にもつながると思いながら見た。 
 

○  まず、非常に映像が美しくてすばらしい。おいしそうで、すぐに食べてみたいと思

った。何よりも米の撮り方が非常に美しくて感動した。２点目は、キャスティングが

よかった。エリカさんのナレーションとリポートが非常によく、彼女は日本文化に造

詣が深いことから、インタビューが日本語でされる場合と、英語でされる場合があっ

たが、英語で彼女が質問し、インタビューを受けた人が日本語で回答するという構成

で、時間のロスもなく、違和感がなく非常にうまくまとめられていたと思う。 
 また、人物的にも非常に温かみのある方だった。そのことで新潟の女性たちとの会

話もうまく引き出していたと思う。補足説明についても、例えば米のことで、「それは

日本では一番ブランドが確立している米ですね」とか、「スーパーフードは、アメリカ

でも取り上げられています」など、非常にうまく説明されていたと思った。 
 のっぺい汁は、血糖値が下がるというのは非常に参考になったが、日本人でもあま

り知らないメニューなので、例えば海外の方が和食レストランに行って、のっぺい汁

と注文しても、なかなか食べられないものだと思う。もう少し外国の方が、日本に行

ったら食べてみようと思って食べることができる一般的なメニューのほうがよかった

のではないかという気がした。 
 しかし総じて言えば、日本食への関心を外国で高めるのに効果的な番組であったと

思う。 
 

○  事前の説明で、「日本の最先端医療技術について伝えるウィークリー番組」とあり、

おもしろい番組でとてもためになったが、最先端医療技術につながっているのかとい

うのが少し気になるところだ。 
 米どころの新潟を取り上げたのは、よいと思う。ただ果たして、新潟はどの程度長

寿と言えるのか。番組紹介の資料には、「メタボ率の低さでは全国トップクラスで４位」

と書いてあるが、長寿とうたった場合に直接的につながるのか。新潟と聞くと私の印

象では、例えば高血圧が多いとか、酒の消費量も多いなど、それなりに何か弊害があ

ったりするのではないか。新潟と長寿がどれくらい関係性があるものなのか知りたい

と思った。 
 「レジスタントプロテイン」という言葉が出てきた。糖は消化しにくい、しやすい

というのがあることがわかっているが、たんぱく質でレジスタントというのがどうい

うことなのか、よくわからなかった。こうした点を視聴者にわかりやすくしたほうが

良いと思う。例えばお肉などに入っているたんぱく質とはどう違うものか、といった

説明があってもよいのではと思った。 
 

○  エリカさんはダイエットに関する本を書いており、「糖質オフ」、「炭水化物抜きダイ

エット」、「抗糖化」などについて書いている。最近ではあまり炭水化物を抜くのはよ

くないのではないかという情報が交錯しているので、どちらなのかと思いながら見た

が、「米はこんなに効果がある」という説明だった。その前提をもう少し説明してほし
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かった。答えが出ていないのかもしれないが、もう少し丁寧に説明があると、最先端

医療技術について明確に伝えることができたのではないか。本当にそうなのかという

ことに引っかかりながら見てしまい、気になった。 
 

○  いい点としては、科学と暮らしとをリンクさせようという努力が感じられ、より多

くの人が納得できるような工夫をしている点だ。ただ科学とは何かという視点で考え

たときに、「医学」の中には「基礎医学」と「臨床医学」と「社会医学」というのがあ

る。基礎医学と臨床医学のデータはとてもよく出ていた。ところが社会医学的な側面

は非常に弱いと思った。例えば「米の収穫量日本一」ということと、「米の１人あたり

の摂取量日本一」ということとは、必ずしも同じではない。そのことへの切り込みが

なかった。 
 それから、「肥満度が低い」、「メタボ率も低い」というデータがあったが、新潟県の

ほかの疫学的データについては、脳血管疾患の死亡率を見ると、全国平均が１０万対

105 ぐらいであるのに対して、新潟は 147 と全国平均より高い。また、心臓病の死亡

率も全国が 127 ぐらいであるのに対して、141 ぐらいと高い。先ほどの平均寿命につ

いては、男性が２４位、女性が１１位だ。病院や人の世話にならずに日常生活を送れ

る指標である「健康長寿」のデータを見ると、男性が１０位で女性が１１位。こうし

たもろもろの社会医学的データを見ると、何か「長寿」に適合しないものがある。こ

のような疫学的な情報というのをもう少し丁寧に調べたらどうかと感じた。 
 自然科学的なデータをもとにした科学だけを番組の中で紹介するのは注意したほう

がいいと思う。 
 次回、また地域を選んで特集番組を制作する際は、その県の公衆衛生か疫学の専門

家に背景の情報を聞いておくと、今回のような疑問は生じないで済むのではないか。 
 

○  米というテーマについては、世界からも注目度が高いのでよいが、なぜ新潟なのか

ということについて、少し説得力が足りなかったかもしれない。実は北海道が今、米

で注目されているので、こちらを取り上げる方法もあったのではないかという気がす

る。 
 最後に、こうじや米、みりんというのは、日本の食文化を伝えるのにメッセージ性

としては非常に有意義なファクターなので、今後、世界で注目されている和食を国際

放送で放送するときには、著名な料理人やよく知られた素材、有名店など、日本の食

文化をメッセージとして伝えられるようなものを出すと、日本の和食の価値がもっと

世界に広がるのではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 考えさせられる指摘がいくつかあった。まず、米や米粉が実際に海外で

入手できるかどうかというところだが、エリカさんの意見を一つの参考に

した。エリカさんはオーストラリアの伝統医薬学会のメンバーなので、海

外でもいろいろなスーパーフードの講演をされている。アジアやアフリカ

などでは入手が難しいところはあると思うが、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮ が
力を入れている英語圏の方であれば、例えば、米と聞いたときに実際に手

に入るかどうかは、大手ネット通販会社等で売られているかを調べること

ができる。外国でも手に入るような食材をできるだけ使うように心がけて
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いるが、入手できない国や地域もあるかもしれない。米についても、エリ

カさんが活躍している現場というのは健康に強い関心がある人たちが多

く、そういう人たちの中では、非常に注目度がある。甘酒もニューヨーク

で、いまスムージーになって売られているという例もあり、注目が集まっ

ている。日本のスーパーフードに対しては、今とても関心が高く、米はい

いテーマではないかというエリカさんの意見も考慮した。 
  確かに現在、糖質制限ダイエットがはやっていて、米をたくさん食べる

と太るのではないかと言われている。 
  番組としては、「米が含むいくつかの成分の中には、食べ過ぎたら太っ

てしまうものもあるが、健康に資するこういう成分がある」ということを

伝えたかった。エリカさんは、炭水化物も脂肪も野菜も、すべてバランス

よく食べるのが美と健康にはいいというスタンスだったので、その視点か

ら言うと、排除するものではないと考えて扱うことにした。 
  「なぜ酒が出て来なかったのか」という点だが、米、こうじ、みりんに

関しては注目されている先生などがおられるが、酒が健康に良いというは

っきりとした科学的根拠を見つけることができなかったので、今回は取り

上げなかった。 
  新潟県の社会医学的なデータについては、私たちも把握しており、平均

寿命や健康寿命が他地域と比較して必ずしも長くないことは把握してい

た。寒い地域は特に塩分摂取量が多いこともあり、データ的にあまりよい

数値ではなかったが、風景の美しさ、地元の人たちの魅力、料理など日本

の伝統を伝えられる現場があるという点で、今回は新潟を舞台として展開

しようと総合的に判断した。しかし、今後は頂いた指摘も参考に、検討し

ていきたい。 
 
 
＜「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」 Ｓｔｒｅｓｓ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ  ＃１～＃４ 

（１２月２５日（火）、２６日（水）、２７日（木）、２８日（金）、 
各１３:１０ ほか）について＞ 

 
○  ５０年続く長寿番組とのことで、すばらしいと思う。しかしあえて言うと、演出が

少し古く感じた。内容は非常に初歩的なもので、時代はこの５０年の間にどんどん移

り変わっている。 
 １つの例として、「ストレスというのは職場と家庭とのギャップがある」というのは、

確かにそうだと思う。「外で働く男性、家で待っている女性」というようなのはもちろ

ん今も世界に多くあると思うが、同時に、ストレスというのもいろいろ性質が変わっ

てきていると思う。いまや女性の多くが外で仕事をしている。あるいは人生 100歳時

代になり、高齢化してもみんなが働き続けるなど、ストレスを感じる場面というのも、

日本を含めて世界で変わりつつあるだろう。 
 この長寿番組をさらにこれから続けようというのであれば、新しい時代の流れや、

世界の流れに対応したような革新的で新しいテーマと切り口を、これから先考えてい

くのも重要なのではないか。 
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○  国内放送として作られた番組を国際放送に、という点が１つのポイントになると思

う。「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」という非常にいいタイトルで、専門家の先生に来てもらっ

て説明してもらう日本人向けのような気もするが、外国の方の受け止めは果たしてど

うなのだろうか。もう少しわかりやすいアプローチのしかたや、先生にいろいろ教え

てもらうということではない方向など、国内向けとは別に国際放送用番組として作り

直す場合に重要かと思う。ただ、日本は健康を重視している人々が多く、そうした意

識の高まりは非常に重要なので、このような番組を通じて、海外へ発信していくこと

は非常によいと思った。 
 

○  医療番組としてはかなりストレートな構成で、内容的には可もなく不可もなく、淡々

とした番組だと受け止めた。 
 気になったのは、この番組をＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮで取り上げる必要があるのか

ということだ。内容的なことや見せ方の問題かもしれないが、その辺りが疑問点とし

て残った。 
 

○  １０分でサラっと見られるというのは非常に軽くていいと思ったが、少し違和感が

あった。先ほどの古いという意見に納得した。瞑想などは確かに座ったままでもでき

ることだが、多種多様なものがインターネットにつながり、相互に情報をやりとりで

きるような時代に、何もなくてもできるというのも大事だが、若い世代を取り込むに

はどうかと思った。テクノロジーは日本よりも海外のほうが進んでいることを考える

と、もっとおもしろくできる可能性はあると思った。 
 

○  「ストレス・マネジメント」については国内外でも大変関心が高いので、参考にな

りおもしろかったが、例えば瞑想の部分が延々と続いており、インターネットで見て

いる方や外国から見ている方は、ずっとこれを見てくれるだろうかと感じた。以前視

聴した「ガッテン！」の英語版に比べて、今回はスタジオで紹介する情報もすべて英

語になっていたので、国際放送用に手を加えて提供しているという努力が見えて、好

感を持った。 
 「マインドフルネス」はいろいろなところで、特に国際的な企業が最近積極的に取

り上げているということも聞いており、国際的にも流行しているものを捉えたと思っ

た。しかし、瞑想しているところを視聴者がずっと見ている形ではないほうがいいの

ではないかと感じた。 
 
○  細かいことなのかもしれないが、「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」と言われると、視聴者とし

ては、何となく医療・健康に関して医師（Ｍｅｄｉｃａｌ Ｄｏｃｔｏｒ）に聞く番組かと思う。

しかし、解説の出演者について、「Ｐｒｏｆ．(教授） 氏名  Ｐｈ．Ｄ．(博士号）」という肩

書で紹介されていた。出演者が、Ｍｅｄｉｃａｌ Ｄｏｃｔｏｒかどうかわかりづらかったので、

両者を混同しないよう、きちんと伝えていくのも大事ではないか。 
 

○  元となる「きょうの健康」がどうなのかと考えた。英語化ということよりも、５０

年続いていて、古く感じるという意見もあったが、情報が新鮮に見えないと感じる。

内容はよいのだと思うが、古い情報に見えてしまうということがある。このまま国際
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放送として放送し、「日本って古い国」と何となく見られてしまう可能性があり、よく

ないと思った。演出を変えない理由は何なのか。 
 先ほどのエリカさんが出ている番組だと、番組の演出自体が新しいので新鮮な情報

に聞こえるが、見せ方が全然違う。同じようにやっていても情報が新しく見えたり、

古く見えてしまったりするというのが気になった。 
 

○  あまり「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」という感じが出ていなかった気がする。「きょうの健

康」のほうがフィットしている。「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」というと、問題を抱えている人

が来て、教科書にないような困った質問をドクターにして、ドクターがあらかじめ用

意した答えを言うのではなく、その困った質問に対して柔軟に答えるというのが  

「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」というタイトルから感じ取れるイメージだ。その点、タイトル

も少し検討したほうがいいと感じた。 
 日本語の番組を作るときに国際化を意識すべきかどうか。あくまでも日本人対象の

番組として番組を制作し、英語化するのか。あるいは日本語版を作るときに英語化を

意識すべきなのかという辺りは重要ではないか。 
 

（ＮＨＫ側） 「きょうの健康」を国際放送で戦略的に進めることにした理由は、特に

中国を中心としたアジア地域から日本の医療技術への注目が高まってい

るということがある。国内で定評のあるこの番組を、世界の人たちにどう

見てもらえるのだろうか、ということから始めてみたのだが、実際のとこ

ろ、海外の番組視聴モニターからの反応は悪くなかった。演出が古いなど

のマイナス評価はほとんどなかった。 

  また先述の理由から、中国語版のＶＯＤを公開しているほか、ラジオ国

際放送でも、複数の言語での展開を計画している。多角的に展開すること

をあらかじめ考慮して、元の番組のシンプルに情報を伝える演出をそのま

ま生かすという判断をした。 
 

（ＮＨＫ側） 「きょうの健康」は、安心、頼れる、確かな情報というコンセプトで、

とにかく信頼できる情報を大事にしている。さまざまなトピックがあるが、

確実な医学的根拠に基づいて言えること、この番組を見れば確実なことを

言っているというような安心感を持ってみていただけることを大事にし

ている番組だ。実際の視聴者の年齢層も高齢の方が多いので、テンポも含

めて、そういった方たちにも見やすく作って来たという事情はある。 
  日本の医療情報というのはやはりニーズがあると思うので外国の方や

若い世代に見てもらうことを考えると、工夫の余地はあるかもしれない。 
  国際放送用に作り変えていろいろな方に見ていただくと、国内放送のフ

ァンだけでなく、それ以外の方にも見てもらえる機会が増えるので、そう

いう意味では今後いろいろな意見を演出にも生かし、工夫を重ねていきた

い。 
 

○  日本人にとって確かであるという医学的根拠が、例えばベトナム人にとっても確か

な根拠であるということが言えるのか。そのチェックはしているのか。 



 

 8 

（ＮＨＫ側）  国内と海外の基準の違いについては、十分に考慮して番組制作を行って

いる。高血圧や糖尿病の基準１つとっても、国内と世界で同じかというと、

決してそうではない。だから、国際放送版にするときは、世界標準の取材

もし、確実なことが言えない場合には、これはあくまで日本では、という

ような注釈を付けるなど、その切り分けやチェックについては慎重に判断

し、放送でも明確にしている。 
 



1 

２０１９年５月 国際放送番組審議会 
 

２０１９年５月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５８回）は２１日（火）ＮＨＫ放送

センターで９人の委員が出席して開かれた。 
会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「Ｅｍｐｅｒｏｒ Ａｋｉｈｉｔｏ  Ｐａｒｔ １： Ｃｒｏｗｎ Ｐｒｉｎｃｅ ｏｆ ａ Ｄｅｆｅａｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎ」、「ＮＨＫ 

ＮＥＷＳＬＩＮＥ」について説明があり、意見交換を行った。最後に国際放送番組の放送番組

モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。 
 

 

（出席委員） 
委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

  (一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸 ㈱ 代表取締役社長） 

 

 

 

（主な発言） 

 

＜最近の国際放送の動きについて＞ 

 
○  中国語ネットチャンネル「ＮＨＫ華語視界」の６月の番組編成について報告があっ

たが、１月にスタートしてから、現在までの状況を伺いたい。 
 

（ＮＨＫ側） 毎日、どの国からこのネットチャンネルにアクセスがあるかを調べてい

る。今のところ、アクセス数自体は開始時点からそれほど大きく増えてい

るわけではない。６月１０日からは中国のＳＮＳに開設したＮＨＫの公式

アカウントに、投稿を始める予定だ。今まで私たちの持っているＳＮＳで

はほとんど中国本土には発信できていなかったので、中国のＳＮＳを介し

てプロモーションを進め、より多くの方にアクセスしてもらうことを目指

していく。 
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＜「Ｅｍｐｅｒｏｒ Ａｋｉｈｉｔｏ  Ｐａｒｔ １： Ｃｒｏｗｎ Ｐｒｉｎｃｅ ｏｆ ａ Ｄｅｆｅａｔｅｄ Ｎａｔｉｏｎ」 

 （４月２８日（日） ８:１０ ほか）について＞ 
 

○  この番組が３回シリーズのうちの第１回なので、シリーズ全体で天皇をどう描いて

いくのかが見えない。 
 番組に出てきた訳語の“ｍｏｎａｒｃｈ”に少し抵抗を感じた。“Ｃｏｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎ ｍｏｎａｒ    

ｃｈｙ”には「立憲君主制」という訳語が与えられていて、イギリスにおいてはそれが

成立すると思うが、日本の場合はイギリスにおける王様とは異なり、象徴天皇と定め

ているので、立場が非常に微妙だ。このことを考えたときに、この“ｍｏｎａｒｃｈ”には

少し疑問を感じた。 
 

○  上皇様が１９歳の皇太子時代に訪英することに対してイギリスで反対運動があった

ことが描かれていた。その反対運動をした人たちが今、どのように感じているのかを

知りたいと思った。上皇様を好意的に受け止める日本人が多いのかもしれないが、世

界中のすべての人が同じように考えているわけではないかもしれない。当時、訪英に

反対したイギリス人たちは、上皇様がこんなにすてきな人なんだと番組内で描かれる

と、かえって抵抗感を持つのではないかと心配した。 
 

○  これだけ貴重な映像を持っていることに感動した。やはりＮＨＫはすごい映像を所

有していると思った。初めて見る映像が多く、大変興味深かった。同時に、そういっ

た映像を保存して後世に伝えていくメディアの役割を実感した。 
 その一方で、８０歳を超えてもお二人であれだけ高温多湿な国々へ慰霊の旅を行わ

れて、一般の人間にはできない努力をなさっておられる。それが日本国民の心を打っ

ている。しかし、その旅は、この第１話にある「子どもの頃に敗戦を経験した、涙が

落ちてきた」という感傷的な動機だけではないと思う。どれだけ多くの方がどれだけ

悲惨な状態で死んでいったのかを感じているからこそ、８０歳になっても、とことん

まで慰霊の旅を続けられたのではないか。その点が伝わってこなかった。 
 転々と疎開したとか、学友からのコメントもたくさんあったが、少年時代に神格化

されていた父がそうではないとされた。その大きな点が本当は第１話でもっと伝えて

ほしい部分だったのではないか。 
 

○  時代が替わる節目に、非常に注目を集めるテーマだ。これをＮＨＫワールド ＪＡＰＡ

Ｎで放送したのはいい試みだ。象徴天皇としてのお役目を３０年間果たされた上皇様

がどういう方だったかは、日本人のみならず世界の人も興味を持っていたのではない

か。 
 小学生のときはコミュニケーションがうまくなかったとの証言があるが、外国人女

性の家庭教師、エリザベス・ヴァイニングさんがついたあたりからどんどん変わって

いく。そしてエリザベス女王の戴冠式に出席し、海外を見聞し、大きく成長されたと

ころでちょうど第１話は終わっている。結婚も考えるようになって、とても人間的な

様子が描かれていて、非常によかった。このあと第２話、第３話につながっていくの

で、全部見ることができたらよかったのだろうが、それを予感させるような第１話だ

ったと思う。 
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 だが第１話だけで７３分あり、少し長いと感じた。日本人は皇室には非常に親しみ

があるので、この時間は耐えられるが、外国人視聴者にとって７３分は適切な時間配

分なのだろうか。もう少し短い時間で同じ内容を描けたのではないか。 
 

○  印象に残ったのは、上皇様自身は戦争がないときを知らずに育ったと語るところだ。 
 世間をあまり知ることができなかった中で幼少期を育った上皇様が、さまざまな経

緯を踏まえて成長していくところを描いているのがおもしろい。極めつけは、１９歳

の頃にイギリスの戴冠式に出席する経緯を踏まえ、まさに人間としての天皇陛下が育

つ経過を示したことだ。この点においては外国の人も共感し、平成の天皇は平和を追

求する天皇だと理解できると思う。 
 ただし、この番組では、2011、2012年に当時の両陛下がご訪英されるエピソードを

出しているが、この番組のエンディングは 1998年にご訪英をされたところにするべき

だ。あの時は、陛下が到着されて１日目、２日目は、イギリスの、特にタブロイド系

メディアで批判が吹き荒れていた。戦争の責任を負っている天皇陛下をわれわれは遇

していいのかと。そしてその時、太平洋戦争中に捕虜となった経験のある人々の一部

がバッキンガム宮殿の馬車行列の一角を占めて、両陛下に対して全員で背を向ける。 
 しかし、非常にすばらしく、立派だったのは、両陛下はそれと正面から向き合った

ことだ。デモ隊もいた。罵声を浴びせられる場面もあった。だが、そのときに真正面

から向かって行く姿勢をイギリス国民は見た。驚くことに３日目以降のイギリスの論

調がガラッと変わり、陛下を温かく迎えた。この 1998年のご訪英を描くほうが理解し

やすいストーリーになったのではないかと感じた。 
 

○  大変興味深く見た。一連の退位・即位に関する報道は、海外でも大きく取り上げら

れ、世界の関心も高かったと聞いている。ＮＨＫが英語でこういう番組を作ったこと

は、国際的にも意味があったのではないか。 
 戦時中の写真や映像がこんなに残っていることにまず感銘を受けて、さすがＮＨＫ

だと思ったが、秘蔵写真や、その当時を知っている方々のインタビューを交えながら

戦中戦後の様子を伝えた点も、非常に効果的だった。 
 私も、３部作全体を通してのこの番組の意図を理解し得たわけではないが、戦後史

の中で上皇様が、“ｄｉｖｉｎｅ ｃｈｉｌｄ”（神の子）と言われた時代から、人間となったこと

を受け止め、さらに象徴天皇をご自身で内在化していく、その過程を３部作を通して

描いたのではないかと思う。その中で幼少期から成人になっていく、その過程を第１

話で取り上げたことには意義があったと思うし、まさしく“ｄｉｖｉｎｅ ｃｈｉｌｄ”から象徴天

皇に向かって行くことに対して、ご自身が受け止め、そして変わっていく過程をうま

く映像で捉えていた。 
 全体的には、知らなかったことがたくさんあり、大変勉強になった。 

 
○  この第１話だけで考えれば、１１歳まで現人神の後継者として育てられた人物が、

その後に象徴天皇としての地位に就く前提のもとで以前とは異なる教育を受けていく。

その点でおもしろいと感じたし、今まで見たこともない映像もあったので非常に勉強

になり、感銘も受けた。 
 イギリスとの関係、あるいはイギリス王室との関係が詳しく描かれているが、絶対
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王政ではないイギリス王室との関係を描いたのは、非常にいいインパクトを与えてい

ると思った。 
 全体として、長いと言えば長いが、このような生い立ちでこういうふうに変わって

いかれたことを示すうえでの要素は十分に盛り込まれていると思った。その点は評価

したい。 
 

○  この番組を見て考えたことは、戦争を経験しない世代が平和に向けて取り組んでい

くべき姿勢だ。上皇様は戦争を経験されて非常に強い平和への思いを持っている。そ

れを維持する努力が第２話、第３話で出てくるのではないか。私が知る限りでは、人

びとのところに出向いて現実を見て、平和が大事であることを伝えようとしている。 
 戦争の経験がない若い世代はどうやってその思いを引き継いでいけばいいのか。そ

こで与えられたメッセージは、現場を見ろということだ。戦争経験がなくても平和へ

の思いを持ち続けるための方法を、戦後、上皇様が示されてきたのではないか。その

あたりが３部でうまく描かれていれば、全体のストーリーが非常にわかりやすくなる

のではないか。 
 

○  ３回シリーズの第１話だけなので難しい部分はあるが、おそらくこの後、第２話、

第３話で平成時代に上皇様がされたことが描かれたのではないか。それから、戦争や

戦後の悲惨さが描かれたときに、海外の方がどう感じるかが気になった。もちろん、

あのような悲惨な部分が出てくるからこそ上皇様の当時の暮らしぶりや育ってきた環

境がわかるので、逆に海外の方に伝わるのではないかという気もする。 
 

（ＮＨＫ側） この企画は、上皇様が退位の気持ちのにじんだお言葉を述べられ、４月

に退位をされる中、８５年の歳月を、上皇后様とご一緒にどのように歩ん

でこられたのか。日本の戦前から戦後、高度成長があり、そして平成の時

代を日本が歩んだ歴史と軌を一にするのではないか、ということで、お二

人の生涯を誕生から今に至るまで描いてみたいと企画した。 
  番組全体は４部構成になっており、国内では１２月に第１話と第２話、

３月に第３話と第４話を放送した。第１話は、上皇様の誕生から原点であ

る１０代までのエピソード、第２話は上皇后様とのご結婚から、沖縄への

初めての訪問も含めて戦争の傷、国民と向き合い始めた皇太子時代の日々、

第３話は平成の３０年間、即位されてからの外国訪問、あるいは震災や災

害に向き合われる中で象徴天皇としてのあり方を実践されていく日々を

描いた。そして第４話は、上皇様とともに歩まれた上皇后様の道のりを、

ご本人の視点で描いた。 
  この国内放送全４話のうちの第１話から第３話までを英語化して海外

に発信した。第１話だけ見ていただくと、上皇様の全体像が伝えきれない

ところもあったかもしれないが、あくまでも原点を描きたかった。 
  もう１つは、上皇様は、上皇后様も含めて多くの国民の信頼を得ていた

中で退位されたが、さまざまな経験、まわりの方の教育、自分に対する反

対運動など、そのようなことと向き合う中でご自身の象徴としてのあり方

を模索されてこられたのではないか。そういう極めて人間味のある生涯を
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歩まれてきたことを描くのが番組の趣旨だった。 
 

（ＮＨＫ側） 第２話では、イギリスの旅から帰って来て、その後、沖縄で大きなデモ

があり、火炎びんを投げつけられる事件もあった。それらをどう受け止め

られたかを、上皇様の目線から描いてみようとした。 
  とても印象に残った侍従の方のことばがある。「たとえ反対があったり

目をそらされても目を合わせていく」。それが上皇様のスタイルであるこ

とが、沖縄の旅の時にあった。上皇様が汗をかきながら、反対している人、

温かく迎えている人に関係なく目を合わせていく映像が見事に残ってい

た。今回、番組に携わり、戦争責任がどうとか、社会現象としてどうとか、

社会から見てどうとかではなく、上皇様から見てどういうものだったのか

に心をはせながら番組を作った。 
 

（ＮＨＫ側） 指摘があった“ｍｏｎａｒｃｈ”という表現だが、元の原稿に忠実でありなが

ら、これを海外の人にわかるように、どの表現がいいだろうとかなり議論

をした。英語の専門家と、こういう表現がいいのではないかと議論した。

「象徴天皇制」は番組全体を通してだんだんと伝わってくる構成なので、

「象徴」という言葉を早くから過剰に使うわけにはいかなかった。英語に

ついてアドバイスをくれたイギリス人の専門家は日本語の忠実な訳もよ

くわかっていて、宮内庁の公式ホームページなども全部参照して、公式の

会見の英訳があるものは可能なかぎりそれに忠実に従いながら検討した。

そのうえで、“ｍｏｎａｒｃｈ”が伝わると判断した。 
  ７３分は長いとの指摘があったが、番組モニターの意見の中にも、長く

ても最後まで見たという人もいれば、やはり長いのでせめて１時間以内に

してほしいという意見もあった。委員の皆さんの貴重な意見を参考にしな

がら、より伝わりやすく正確な表現にするよう努めていきたい。 
 

（ＮＨＫ側） この番組は、２月下旬、ワシントンＤ．Ｃ．で開かれたアメリカ公共放

送経営者会議の場で、250 人の経営者を前にしてプレゼンした。番組のさ

わりを全部で１０分ぐらいの動画も入れて紹介した。上皇様は、戦後、人

格形成期においてアメリカとも関わりがあった。そういう部分を紹介した

が、アメリカの人たちもほとんど知らなかった。 
  また、去年の天皇誕生日前の記者会見で涙ぐむような形で、戦争のない

時代を自分が送れたことは幸せに思うというようなことを言っておられ、

その会見も１分半紹介したが、会場から拍手が沸き起こってきた。 
  海外の番組モニターも、世界との関わりが上皇様の皇太子時代にあった

というところに大きく反応している。 
  １年間、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮのオンデマンドで公開しているが、全

３話のうち、今のところ最も世界からアクセスが多いのが第１話だ。 
 

○  昭和天皇が皇太子時代の上皇様にヴァイニングさんを家庭教師につけたのは、昭和

天皇の希望があったと番組の中で言っていたと思うが、なぜそういうことを思いつい
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たのか、わかっている理由はあるか。 
 

（ＮＨＫ側） 『昭和天皇実録』の中に昭和天皇がご自身で選ばれたとの記述がある。

昭和天皇が戦後、新憲法の中で皇室を新しい形にしなければならないとの

思いを持っていたことは、さまざまな侍従等の証言があるので、その一環

としてヴァイニングさんを選んだのではないかと推測する。 
 
 
＜「ＮＨＫ ＮＥＷＳＬＩＮＥ」 特集番組 天皇即位関連 

 （５月１日（水）１０:１０ ほか）について＞ 
 

○  この番組がすばらしいのは生放送であることだ。当日の儀式の生中継を交えながら

スタジオで進行しており、臨場感が非常に高かった。特に後半が非常に優れていた。

スタジオ・キャスターの落ち着いた仕切りがとてもよかった。 
 番組の作りとして気をつけなければならない点は、客観性だ。理性的に事実を報道

していかなければならない。今回報道すべきものとして、元号が変わることへの国民

の異常ともいえる興奮がある。それに対してＮＨＫは理性的に、客観的に伝えるべき

だ。それが本当にきちんとできていたかどうかが重要だ。 
 スタジオ・キャスターの落ち着いた司会はとてもよかった。だが、例えば令和の異

常な興奮を伝える各地の中継場面があったが、その報道のしかたに果たして今言った

ような冷静な視点があったかどうか。 
 スタジオに招いていたコメンテーターは非常によかった。特に、ポートランド州立

大学のケネス・ルオフ教授のコメントは非常によかった。ただ、彼のような教授がも

う１人いてもよかったのではないか。例えばもう一人はイギリス人のコメンテーター

を起用してもよかったかもしれない。 
 スタジオでは職員の日本人エグゼクティブ・プロデューサーが説明して、アメリカ

人２人のゲストにコメントをもらうスタイルだったが、この日本人のかわりにＮＨＫ

ワールド ＪＡＰＡＮの中に例えばアメリカ人やイギリス人で同じような立場に立てる

人はいないのかとは思った。 
 最後に１点、まが玉と鏡と剣に関する説明は、非常にわかりやすくコンパクトでと

てもよかった。 
 

○  大変興味深く見た。スタジオ・トークと、儀式の生中継とがうまく組み合わされて

いてバランスもよかった。外国人視聴者は日本人の元号に対する気持ちはなかなか理

解できないので、新しい元号が発表されたことに対する日本の各地の反応を映像で説

明していたのはよかった。それについても、スタジオ・ゲストがうまく解説していて

よかった。一連の儀式が、日本の文化や伝統、歴史を海外の方が理解する非常にいい

契機になったのではないか。 
 新しい時代が始まることの意味合い、それから今後どういう時代にしていきたいと

日本人が考えているかを、いろいろな角度で取り上げたこともよかった。 
 ２つの儀式を生中継で取り上げていたが、若干長いのではないか。新天皇および侍
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従が退室されてから、宮内庁の方が「これで終わります」と言うところまでずっと映

していたが、新天皇および侍従が退室されたところで打ち切ってもよかったのではな

いか。 
 今までは女性が参加することは許されなかった「剣璽等承継の儀」に、唯一の女性

閣僚である片山大臣だけが初めて参加している。しかし女性皇族は許されていない。

そのことを説明していたのはよかった。 
 ちょっと気になったのが新天皇と新皇后の婚約のときの記者会見で、新天皇が「全

力でお守りします」と話された映像が流れたが、「全力で」の訳が“ｗｉｔｈ ｍｙ ｆｕｌｌ      

ｐｏｗｅｒ”と出ていた。“ｐｏｗｅｒ”は権力を表すので、象徴天皇であるはずなのに為政者

として権力を使って守りますと言っているように感じられる。これは少し違和感があ

った。“Ｉ ｗｉｌｌ ｄｏ ｍｙ ｂｅｓｔ”のほうが、おそらくご本人が意図されたところに近いの

ではないか。 
 

○  ライブ放送したことが本当によかった。こうした機会だからこそ天皇や天皇制にま

つわることを掘り下げて伝えるのはいい。 
 キャスターの質問も中身を引き出すものになっていたと思うのでとてもよかった。

ただ、改善の余地があるとすれば、ゲストからのコメントを受けてキャスターがさら

に突っ込んで質問をすると、より深い話が聞けたのではないか。やりとりが１往復で

終わっていたのがもったいないと思った。 
 儀式は確かに長いと感じた。沈黙がずっと続いているので、それを補うような説明

的なテロップがあったら、さらに興味を継続しながら見ることができたと思う。 
 

○  外国人が非常に興味を持つのは、儀式そのものだと思う。日本独特の伝統や文化が

示される儀式を見た外国人は、その簡素さや静かさに驚くだろう。特に「剣璽等承継

の儀」には、歌舞音曲がなく、これが日本なのかと感じるはずだ。そういう印象を外

国人に強く与えた点でよかったのではないか。 
 一方、外国人から見て、あまりインパクトがないと思うことが元号だ。日本人は大

いに盛り上がったが、「令和、それがどうした」と感じる外国人もいるのではないか。 
 新しい天皇陛下のあり方について、国民との距離を近くする、それから国際社会の

中での役割を果たすといった話があった。また、全力で皇后を守るという話は、“Ｇｅ

ｎｄｅｒ ｅｑｕａｌｉｔｙ”（男女同権）のことだと、外国人には違和感のない話だと思う。国際

交流を進めます、女性を大切にします、国民と一緒になって、というのは、言ってみ

ればよくある話だから、そこは外国にはあまりインパクトはないのではないかと思っ

た。 
 外国人が見て違和感を持つかもしれないのは、女性皇族の話だ。女性皇族のあり方

は、日本はこういう問題を抱えているのだとジャーナリズムの観点から取り上げてい

いテーマだと思うし、それは国際的にも興味を引く課題だろうと思う。 
 

○  確かに「令和」に関して日本人は騒いでいたが、外国人や外国人記者と話をすると、

別に彼らは関心がなく、要は新天皇がどのような人物であるかがもっぱらの関心の対

象だった。 
 新しい天皇が留学経験もあること、皇后様も外交官だったこと、国際的な視野を持
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っていることを明示的に知らせるような番組構成になっていたのはとてもよかった。 
 皇后様の病状について、世界のどの国でも適応障害の治療を受けている人はいると

思うので、隠すことなく言及したのも、自然でよかったと思う。 
 
○  生中継とスタジオ・トークを交互にした構成は斬新でよかった。 
 日本人も知らない様々な事柄をわかりやすく取り上げていたし、若い世代がこんな

に関心を持って皇室や象徴天皇のことについて盛り上がっている状況を取り上げてい

たのは、よかった。しかし、やはり少し長いと感じた。カットできる要素もあったの

ではないか。 
 伊勢神宮は、日本人はわかるが、外国の人にはわかるのかが疑問だ。三種の神器を

そこまでちゃんと説明するのであれば、伊勢神宮についても、ひと言あってもよかっ

たと思う。 
 

○  何よりも儀式を生中継した果敢な取り組みに敬意を表したい。非常によかったと思

う。こういう儀式は、日本人でさえ初めて見る人が多いと思う。 
 女性閣僚の片山大臣が出ていたものの、女性の皇族はいなかったことに対して、女

性皇族が参加できない理由に対するスタジオ・ゲストの発言がなかった。 
 新天皇への期待を各コメンテーターが語っていた点や、海外の反応も、視聴者には

よかったと思う。 
 

○  これはライブで放送されたものだが、これをライブで見る場合と、ライブを後日、

録画で見る場合とでは緊張感が違うと感じた。ライブの場合はおそらく次に何がくる

のだろうと期待に胸がふくらみ、飽きることは全然ないと思ったが、録画で見ると、

少し長く感じる。だからこれをある程度短くしながらライブ感も出るような工夫が必

要かと思った。 
 

○  スタジオ・トークはキャスターがうまく導いたと思う。元号と天皇との関係からス

タートして、いいタイミングでスタジオが入って、あれだけ内容のある議論が展開し

たのが、今回の成功のカギだった気がする。 
 

（ＮＨＫ側） 天皇の退位・即位という大変貴重な機会なので、これを世界の皆さんに

リアルタイムで伝えることが必要だと考えて生放送にした。非常に難しか

ったのは、日本人に向けて発信する場合には日本人の知識と情報量を前提

として番組を構成していくことになるが、今回は何も知らない海外の方に

伝えるので、一から組み立てる作業が必要だった。そこで儀式の内容など

いろいろなことについて丁寧に伝えよう、と準備をしてきた。 
  女性皇族のあり方については、この放送の後のニュース番組の中では独

立した項目としてお伝えした。番組へのアクセスも多く、海外の皆さんは

男性皇族の数が減っている状況について興味があることが、改めてわかっ

た。 
 

（ＮＨＫ側） １６人いる皇族のうち１３人が女性で、政府もこの後引き続き、女性皇
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族について議論をしようとしていることを示すパートを用意していたも

のの、時間的制約によって入れられなくなった。この番組をご覧になった

方に伝えるべき重要な要素だったことは、委員の皆さんが指摘されたとお

りだ。 
  “ｐｏｗｅｒ”や“ｍｏｎａｒｃｈ”といった訳語について意見が出たが、日本の

皇室の置かれている特殊な状況、憲法や皇室典範などについて、カナダ人

のネイティブの方と議論を重ねながら、どういう表現がいちばん適切で伝

わりやすいかを考えたが、世界の人に伝えていく難しさも実感した。 
 

（ＮＨＫ側） チームで議論を重ねて当日を迎えたが、とにかく丁寧に、そして冷静に、

客観的に伝えることを肝に銘じた。 
 

（ＮＨＫ側） 日本で起きているイベントに関する放送のうち、世界の視聴者の方にＮ

ＨＫワールド ＪＡＰＡＮを選んでいただきたいというのが、われわれの基本

的な思いだ。ずっと生放送しているときも、ＢＢＣやＣＮＮなど海外の放

送局がどういう伝え方をしているのかを注視しながら、より一歩踏み込ん

でやれないかと考えながらやっていた。今回はそういう努力の成果を世界

に示す絶好のタイミングだったと思っている。 
  また、今後Ｇ２０サミットや東京オリンピック・パラリンピックなど日

本に注目が集まるときだからこそ、ＮＨＫワールド ＪＡＰＡＮを世界７０億

人に知ってもらう絶好のタイミングと捉えて努力していきたい。 
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２０１９年４月 国際放送番組審議会

２０１９年４月のＮＨＫ国際放送番組審議会（第６５７回）は１６日（火）ＮＨＫ放送

センターで１０人の委員が出席して開かれた。

会議では、まず最近の国際放送の動きについて説明があり、意見交換を行った。ひき続

き、「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ： Ｗａｒｔｉｍｅ Ｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｍｙ Ｇｒａｎｄｆａｔｈｅｒ」、「ＧＡＴＴＥＮ！ 

Ｂｒｉｎｇ Ｄｏｗｎ Ｙｏｕｒ Ｂｌｏｏｄ Ｓｕｇａｒ！」について説明があり、意見交換を行った。最後

に国際放送番組の放送番組モニターと視聴者意向の報告資料を配付し、会議を終了した。

（出席委員）

委 員 長   大西  洋 （日本空港ビルデング㈱ 取締役副社長執行役員） 

副委員長 神馬 征峰 （東京大学大学院医学系研究科 教授・国際地域保健学教室） 

委 員 岡田 亜弥 （名古屋大学大学院国際開発研究科 教授） 

委 員 鎌田由美子 （㈱ ＯＮＥ・ＧＬＯＣＡＬ 代表取締役、クリエイティブ･ディレクター） 

委 員 河合祥一郎 （東京大学大学院総合文化研究科 教授） 

委 員 木山 啓子 （特定非営利活動法人 ジェン 理事･事務局長） 

委 員 河野 雅治 （日本国政府代表・中東和平担当特使） 

委 員 佐藤可士和 （クリエイティブディレクター、㈱サムライ 代表取締役） 

委 員 田中浩一郎 （慶應義塾大学大学院政策･メディア研究科 教授、 

(一財)日本エネルギー経済研究所理事 兼 中東研究センター長） 

委 員 平子 裕志 （全日本空輸㈱ 代表取締役社長） 

（主な発言） 

＜「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ： Ｗａｒｔｉｍｅ Ｓｔｏｒｙ ｏｆ Ｍｙ Ｇｒａｎｄｆａｔｈｅｒ」 

（３月１６日（土）１０:１０ ほか）について＞

○ とても質の高い番組だ。こういう番組をぜひまた作ってもらいたい。この番組の良

いところは３点ある。

 １つ目は題材。報道写真家のレジーナ・ブーンさんのお父さんがアフリカ系アメリ

カ人ジャーナリストの草分けで、アフリカ系アメリカ人の人権運動に関わっていた。

そのお父さんの父親は日本人で、太平洋戦争当時の日本人が、タイトルにもあるよう

にアメリカンドリームを奪われてしまった。そして、レジーナさんが祖父の出身国で

ある日本でルーツ探しをする。ＮＨＫが情報提供を呼びかけたところ、写真が手がか

りになり、祖父の親戚が見つかった。これは本当によく見つかったと思う。これをき

ちんと伝えられたところが非常によかった。

 ２つ目は登場人物だ。レジーナさんの話を聞いていると、彼女の顔の様子や話し方

に少し日本人を思わせるところがあり、祖父が日本人であれば、そういう感じになる

のかと思わせるところもある。レジーナさんが語り、祖父の親戚と出会い、感動して
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涙を流す。そうした一連の物語がきちんと構成されている。単にアフリカ系アメリカ

人の話ではなく、日系人の話でもなく、これは人間すべての問題なのだと語るレジー

ナさんの言葉が胸に訴える展開になっていることが、この作品のよさだと思う。 
 ３つ目は番組の構成が非常によかった。報道写真家としての彼女に焦点を当てて、

様々な人々に人間性豊かにアプローチしていく。犬に対してさえ、ある種親しみを感

じさせるようなアプローチをしていく。ＮＨＫが彼女のことを放送で伝えたことがき

っかけで日本で祖父の親戚が見つかる番組の展開は、すばらしく感動的でよかった。 
 

○  とてもよくできた番組だ。戦時中に抑留された日系人、または日本人の話は、ＮＨ

Ｋの国内放送でも国際放送でも数多く放送されてきたと思うが、今回の番組はひねり

がある。なかなか得難い人材を主人公に選択したと思う。日系アメリカ人であり、ア

フリカ系であり、女性で、フォトジャーナリストという人はなかなかいないのではな

いか。 
 だから、何度も放送されてきたかもしれない題材でもとても新鮮な形で描かれ、番

組の展開も秘密を解き明かしていくミステリーのようだった。様々な場所に行き、情

報を集め、アメリカの公文書館も訪れて資料を発掘して、謎解きに一歩一歩迫ってい

く構成はとても印象的だった。最後に日本にまでやって来る展開もいい意味での驚き

だった。 
 家族と離れ離れになり命を落とした人間の悲劇をうまくまとめていたと思う。 
 ここまで良くできていると、今後同じような日系アメリカ人や日本人の抑留の話を

取り上げる際、これを超えるものを作るのはなかなか難しいのではないかと思うほど

だった。 
 

○  やはり題材がよい。これまでも何度か、日系アメリカ人の悲劇を描いた番組を見て、

その度に胸がつぶれる思いがしたが、こういう背景の人がいたとは驚きだ。現代社会

における多様性の問題に思いを及ばせる描き方がされていて非常によかった。外国人

だけでなく、日本人にもぜひ見てもらいたいと思った。 
 取材チームはいつからこのレジーナさんを知っていたのか。 
 細かい点を指摘すると、映像では口が動いているのに音声がそれに伴わず途中で切

れているところがあったが、そこは音声を切らずに発言をもっと聞きたいと思った。 
 

○  ２月の番組審議会で意見交換した番組「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」に少し似て

いると思ったが、今回の番組は展開が非常にわかりやすく、秘密を解き明かすような

テンポのよさは、本当によくできていると思った。 
 タイトルが「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ」である意味が一瞬わかりづらかった。主人公

の祖父である宮崎鶴寿さんの夢があって、それに対して息子、それから孫のレジーナ

さんが、最後に日本でルーツを突き止めるところまで行き着いたわけなので、果たし

て「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ」が、この中身を適切に表しているタイトルなのだろうか。

そういう疑問があるので、制作の意図を聞きたい。 
 

○  非常に魅力的な番組だと思った。レジーナさんの魅力が全体に一貫して通っている

と思った。特にすばらしいと思ったのが対比だ。戦争の悲しい過去もあるが、これが
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絆や未来につながっているという対比、そしてまたボロボロになりながら持っていた

写真と、ボロボロになりながら戦争をくぐり抜けて日本の仏壇の前に置かれた写真と

の対比など、様々な対比が上手に組み合わさっていて、異国で生活をして生きた足跡

を残していった人たちの苦労を感じることができた。 
 

○  この番組は、私たちはどこから来てどこに行くのか、もしくは、自分は何者なのか

という人間の誰もが本質的に持っている疑問に訴えるメッセージになっていることが

本当にすばらしいと思った。 
 どうやってこのような題材を見つけるのか、また、どのようにリサーチしているの

か。 
 

○  非常に優れた番組だと感動しながら見た。個人のルーツ探しを縦軸にその周辺のア

メリカのその時代の問題を掘り下げていく意味で、非常によくできた番組だと思った。 
 レジーナさんは日系とアフリカ系、両方の先祖がいるのだが、人種の多様性を持っ

たアメリカならこのような人々はおそらくたくさんいるのではないかと思う。そうい

った中でアメリカの方にもぜひ見てもらいたい番組だ。 
 この番組の最後で、長崎に行き、お墓にも行くが、おそらく戦中から戦後に至って、

アメリカのアフリカ系の人々が置かれていた時代的状況も非常に厳しいものがあった

と思う。敵性外国人とみなされた日本人として収容所に入れられて非常に苦労された

ストーリーとは別に、アフリカ系アメリカ人の、地域のコミュニティーでおそらく非

常に困難な状況に置かれていたストーリーも一方にある。この家族はその両方を体験

して来たと思う。そうであれば、アフリカ系アメリカ人側のストーリーがもう少し語

られていたら、さらに深い話を理解できたのではないかと思う。 
 

○  ２月に見た「ＭＡＮＺＡＮＡＲ ＲＥＶＥＡＬＥＤ」によく似た題材だと思うが、よくこう

いう人を見つけたと思う。 
 この番組を見て非常に考えさせられたのだが、アメリカ人として生きていくことは

そう楽な話ではない。ただアメリカで生まれればアメリカ人だという話ではなく、様々

な背景を抱えた人がアメリカ人として生きていくためには、アメリカの中で努力して

いかなければならないことがこの番組ではよく出ていると思う。 
 しかし、レジーナさんは三世だが、今は四世や五世の時代だ。五世から六世になれ

ば、自分のルーツが日本にあることはもはやほとんど関心がなくなる。だからアメリ

カ人も、日本人も、レジーナさんのような人がいることを今知っておくことは非常に

重要だ。 
 レジーナさんがたどった道は、相当多くの人がたどって行く。その結果、その人た

ちが日本人のルーツを知ったことをきっかけに日本とアメリカの関係を改めて考える。

こうやって日本とアメリカとの関係が重要な位置付けにあるかを人々が知っていくこ

とは、われわれ日本人としても非常に重要だと思う。 
 こういう番組ができるのは、１つはアメリカが、ものごとを記録に残しているから

こそできるのだと思う。公文書館に行ったり、様々な形で自分のルーツを探り当てた

りできるように、データをきちんと整備しておくことによってアメリカという国家の

アイデンティティーを築き上げていることについても改めて感じた。 
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○  漁師が船に乗って行く場面でレジーナさんが、おじいさんの船出がなかったら私は

ここにいなかったと語る。この言葉が若い人たちに非常に大きな勇気を与えてくれる

のではないか。つまり勇気ある一歩を踏み出すこと。生きている間にその一歩の意味

はわからないかもしれないが、５０年後、100 年後になってそれが世界を変える一歩

となり得る。そんな強いメッセージを読み取れる番組であり、これは若い人に対して

非常にインパクトの強い番組だと思った。 
 

○  レジーナさんの涙を流す姿や笑顔が、本当は重い社会問題であるはずのことを、未

来に向けて前向きに表現している点がこの番組をよく見せているのだと感じた。 
 レジーナさんは三世だが、四世、五世と、この後こういう人材がどんどんいなくな

っていく意味では本当にいいタイミングで作ったと思うが、いつ頃からレジーナさん

の取材を始めていたのか。 
 タイトルの「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ」は、私も少し気になった。 

 
（ＮＨＫ側） 最初にレジーナさんのことを知ったのは 2017年の１１月ぐらいだ。アメ

リカ南部の新聞の小さなインターネットの記事を友人が送ってくれた。著

名なジャーナリストの娘で、本人も報道写真家であるレジーナさんという

女性が自分の祖父が日本人だと知っていて、なんとか探したいと考えてい

るということだった。直感が働いて、日本人がルーツなのだが、アフリカ

系として生きてきた人が日本のルーツを探す手伝いをしたいと思った。 
 

（ＮＨＫ側） タイトルはアメリカの人にも見て納得してもらえるものを考えた。スタ

ッフにアメリカ人のライターもいて、そういう人たちとも議論して決めた。

とにかく短く、そしてわかりやすさを優先して決めた。 
 

○  「夢」が消されたのか、消えたのかといえば、自分の意思でなく消されたのだから

「Ａ Ｖａｎｉｓｈｅｄ Ｄｒｅａｍ」では少し違和感があった。 
 

○  レジーナさんが訴えかけているのは、単に自分のルーツを探したいとかそういう問

題ではなくて、それ以上の問題であることがタイトルに反映されるとよかった。だか

ら“Ｗｈｙ Ｉ ａｍ ｈｅｒｅ？”など、レジーナさんのアイデンティティーに関わるタイト

ルであればもう少しアピールできたと思う。 
 
 
＜「ＧＡＴＴＥＮ！ Ｂｒｉｎｇ Ｄｏｗｎ Ｙｏｕｒ Ｂｌｏｏｄ Ｓｕｇａｒ！」 

 （３月１６日（土）８:１０ ほか）について＞ 
 

○  「ガッテン！」はとてもいい番組なので、ぜひどんどん英語化するとよいと思う。

この番組の良さは題材の良さにある。ただ、一番気になったのは、ゲストのトークの

ところだ。字幕を通して果たして英語のネイティブがどこまでついて行けるだろうか。

字幕を見て、なぜ日本のゲストたちは笑っているのだろうかと、そう思ってしまうよ
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うな気がした。 
 どんどん英語化してもらいたい番組だが、英語化するにあたって、字幕を通さなく

ても訴えてくるような形にするといいのではないかと思った。 
 

○  まず血糖値を下げるというテーマはタイムリーで、非常によかった。今、アメリカ

などで肥満と糖尿病の問題は非常に深刻だが、アジアでも実は非常に深刻化している。

インドでも健康上、非常に重大な問題になっている。だから、糖尿病の問題が深刻化

しているアジア諸国で、ぜひ番組を広げていってほしい。英語のナレーションもスム

ーズで、わかりやすく、楽しく見られるようになっていてとても好感を持った。 
 気になったのは、パターンの図やチャートが出ていたが、ほとんどが日本語のまま

だった。漢字で説明しているパターンは日本語を解さない視聴者にはほとんどわから

ないと思う。 
 それからスタジオのやり取りが、たぶん早口だったからかもしれないが、全部訳し

切れていない印象だった。要点だけが訳されていて、微妙なニュアンスがあまり伝わ

っていないのではないか。英語化するときの課題だろうが、特にこの番組の場合は情

報量が多いので、そこは工夫が必要なのではないかと思った。 
 タイトルで「ガッテン」という日本語がどこまで、非日本語圏の方に理解してもら

えるだろうか。日本語版ではもちろん親しみのあるタイトルではあるが、英語版では、

ガッテンの意味をうまく反映した英語の短い言葉を代わりにつけるのもいいのではな

いかと思った。 
 

○  スタジオの楽しい雰囲気が映像では伝わってくるが、英語字幕ではちょっとわかり

づらいのではないかと思った。もし自分が日本語を理解できずにこの番組を見ていた

ら、たぶん４５分はもたない。録画して途中を飛ばして、血糖値を下げるスクワット

運動の解説部分だけ見るのではないか。そう思うと、せっかくこの番組を英語化して

いるのにもったいないと思う。スタジオトークの部分を一生懸命翻訳して伝える必要

があるのか。意味が伝わるように翻訳しても、特におもしろいと思わないのではない

かと感じた。 
 番組の題材はとてもいいと思うし、紹介していたスクワット運動を私も実際にやっ

てみたりしたが、このまま４５分の番組で続けることはあまり賛同できないと思った。 
 

○  番組のテーマは血糖値でそれは肥満と同じ問題とはいえないが、海外の肥満の方は

アジアでも、アメリカでも、今回テレビに出た人たちと肥満のレベルが違うように思

う。その人たちがこのスクワット運動をやって効果が出るものなのか。もしどんな人

でも効果があるのであれば、医療制度が整っていなくて病院へ行くととてもお金がか

かってしまう海外の視聴者が、自宅でお金をかけずにこのような健康的なことができ

るので、画期的だと思った。 
 外国の視聴者がどう反応したのかを聞きたい。マグロやヒラメの筋肉の種類が赤と

白とピンクで示されたところは子どもでもわかるような丁寧な映像だった。それにつ

いても海外の反応を知りたい。 
 

○  番組冒頭で「ガッテン」の意味は“ｇｏｔ ｉｔ”だと字幕で説明しているのでよく見て
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もらえばわかるかもしれないが、これから「ガッテン！」をもっと海外に広めていき

たいのならば、やはりタイトルの「ＧＡＴＴＥＮ！」は気になった。今回は血糖値を下

げるのがテーマだが、これとは違うテーマで何回か放送するのだろうから、そういっ

た意味からすると、この「ＧＡＴＴＥＮ！」というタイトルの持つ意味はよく吟味され

たほうがいいかもしれないと思った。 
 この番組では、ゲストトークのシーンでは下に英語字幕が表示され、その一方でも

ともと日本語だったナレーションは英語音声になっていた。果たして視聴者はそうい

った構成の番組を聞きやすいと感じるのだろうかと疑問が湧いた。 
 ゲストトークが番組の主流を占める構成は、かなり日本的だ。日本の番組をよく知

っている海外の視聴者なら、こういった番組もあるなと思うだろうが、よく知らない

人は、これはどういう番組なのだろうかと思うのではないか。 
 
○  この番組をどうやって海外の視聴者に見てもらうのかが重要だから、英語字幕で提

示するのはやめたほうがいいと思う。スタジオトークのところは、たぶんわからない

だろう。わからないけれども聞き流す寛容な人もいるだろうし、何かわからないから

少し不快に感じる人もいるだろう。トーク場面をきちんと訳すのは無理だと思う。明

らかに日本人向けだと思うので、なるべく切るべきではないか。医学的、かつ実用的

に非常に参考になることが多い内容なので、そういうところだけを凝縮した短い番組

にしたほうがいいと思う。 
 

○  血糖値を下げるというテーマはいい。数ある病気の中でも糖尿病はＷＨＯを超えて

国連すべての機関が取り組むべき課題とされているほど、世界的に重要な課題だ。 
 日本国内の放送から国際放送までのタイムラグがある点が気になった。このタイム

ラグの間に医学的な新たな発見などがあって情報が変わってくる可能性がある。例え

ば最近の話で言えば、この中に出てきたＨｂＡ１ｃ、これは過去１～２か月の血糖値

が高いかどうかを知る指標だが、これよりも別の指標のほうが糖尿病の診断には優れ

ているという研究結果が今年の３月にアメリカの学会で発表されたばかりだ。そうい

うタイムラグがあった場合に、新しい医学情報をチェックすることも必要になるかも

しれない。そのあたりは気を付けたほうがいいと思った。 
 もう１つ気になったのは、基本的な健康知識のレベルが国によって違う点だ。国に

よる健康知識の違いを乗り越えた一般的な情報をどう確保していくかを、番組を作っ

ていくときに気をつけなければならないのではないか。 
 様々なジョークが出てくるが、日本の映画を海外で上映する時には、作品内のジョ

ークを工夫をこらして英訳や吹き替えをしている気がするが、今回の番組くらいの字

幕では、ジョークに対してゲストたちが笑っている理由が少し伝わりにくいと思った。 
 

○  もし「ガッテン！」を本当に世界に発信したいなら、もう一回番組の再構成が必要

だと思う。「ガッテン」という日本語は、例えば「カワイイ」や「おもてなし」ほどは

浸透しておらず、流行語にもなっていない。 
 しかし、番組を再構成することはたぶんコストも時間もかかることだと思う。ＮＨ

Ｋが持っている様々な優良なコンテンツの中で、本当にこの選択がよいのかと思った。 
 



 

 7 

○  オリジナルの日本語の番組はよく見ているのでおもしろいと思うし、非常に実用的

な題材が出てくるので、これを海外に発信することには賛成だ。しかし、今回の番組

の中で伝えたい重要情報の説明が字幕だったり、ナレーションだったりするので、  

４５分の間、ずっと見ていないとたぶん取りこぼしがあるように感じた。ネットで見

られる環境であれば、戻って見直すことができると思うが、ケーブルテレビや衛星放

送で見ていると、ついて行けなくなってしまう。最後にまとめやおさらいがあるにし

ても、途中で見る意欲を失わせてしまうこともあるのではないか。 
 

○  新しく英語で作る番組と、もともと日本語で作られた番組を英語化するのとでは、

大きく違う。今回は、日本の食生活や健康、日本の長寿の背景など、そういうことを

訴えようとしていたわけではなくて、この「ガッテン！」の持つよさをどう伝えるか、

が焦点だったと思う。その意味では、日本での「ガッテン！」の良さがなかなか伝え

切れてないのではないかと感じた。 
 

（ＮＨＫ側） 指摘のとおり、「ガッテン！」を英語化するにあたって一番難しいのは、

「ガッテン！」の良さであるスタジオトークの部分をどう表現するかだ。 
  スタジオのやり取りは常にアドリブなので、どちらに行くか分からない

ドキドキ感を演出している。これをすべて英語に訳そうとすると、難しい。 
  通常の英語化と手法を変えている部分もある。今回はスタジオトークの

日本語を全部文字に起こしたうえで、どこを削れば躍動感は残しつつ、伝

えるべきポイントは伝えられ、そしてオリジナル番組の味わいを残せるか

を一つ一つ確認した。 
  ４５分番組のうちＶＴＲが占めるのは１０分程度しかない。あとはほとん

どスタジオで説明している。そこが「ガッテン！」の特色だ。そこを損な

ってしまったら、スタジオ部分をもう１回撮り直すとか、別番組を作るし

かない。今回はスタジオ部分の英語字幕をとにかく丁寧に作った。 
  「ガッテン！」は大きな図表を使ったり、模型に様々な日本語をベタベ

タ貼り付けて解説したりするところが売りの一つだ。それをどう英語化す

るかを考えた場合、日本語オリジナル版では７秒ぐらいしか映ってない図

表を２０数秒に延ばして、ポイントとなる項目を英語できちんと読み取れ

る時間を作ろうと考えた。スタジオ部分をできるだけ損なわない形でやっ

てみた。 
  「ガッテン！」を単純に英語化するのが本当にいいのかと疑問に思う意

見があったが、日本語版の「ガッテン！」にこだわって英語版にするので

あれば、このやり方がよいのではないかと思った。 
  「ガッテン」という言葉は確かに「カワイイ」などの日本語に比べると

認知度の点でまだ遠く及ばないとは思うが、ゆくゆくこの番組が海外で認

識される時に、「ガッテン」という言葉とともに広がってくれればと思っ

た。 
  海外のモニターの人からも、非常におもしろかった、ためになった、自

分でもやってみようと思った、と意見をもらった。少なくとも「ガッテン！」

の番組の意図は伝わっていると考えている。 
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  タイムラグについては、確かに医療の世界は常に進歩しているので、情

報がどんどん古くなっていくことは重々承知している。英語化にあたって

は 2017 年度の下半期より前に放送された番組は対象にしておらず、日本

国内の放送から１年数か月程度の新しいものを選んでいる。 
 

（ＮＨＫ側） 新しく英語番組を立ち上げるにはかなりの費用とマンパワーが要る。Ｎ

ＨＫワールド ＪＡＰＡＮ には最初から英語で制作している「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｆｒｏｎ

ｔｉｅｒｓ」もあるが、「きょうの健康」を「Ａｓｋ ｔｈｅ Ｄｏｃｔｏｒ」のタイトルで英

語化し、さらに中国語化もしている。「Ｍｅｄｉｃａｌ Ｆｒｏｎｔｉｅｒｓ」のように一か

ら立ち上げた英語番組と、日本語番組を英語化していく「きょうの健康」

と「ガッテン！」とを組み合わせてやっていこうと考えている。 
 

○  英語字幕を使わず、全部英語で吹き替える選択肢はとらなかったのか。 
 

（ＮＨＫ側） 番組すべてを英語に吹き替えることは想定しなかった。「ガッテン！」が

持っている良さは、スタジオで台本なしでやり取りすることなので、その

日本語をそのまま英語に吹き替えることは避けたいと考えた。 
  スタジオのどこを削ってよいのか、よくないのかについては、毎回翻訳

者を交えて議論しつつ進めている。 
   スタジオパートをなくして別番組を作るのであれば、これほどの苦労は

しなくて済むとは思うが、「ガッテン！」を英語にして海外に発信するの

であれば、今の状態がよいと思う。モニターの方々からも好評をいただい

ているため、今後も今回頂いた指摘や毎回寄せられるモニターの声に耳を

傾けながら、鋭意努力していきたい。 
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